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実施概要

■ 調査目的 : 2020年の東京オリンピック・パラリンピック開催に向け、ボランティアスタッフ確保が、
大きな運営課題となっている。
そこで、今回の調査では、2014年以降のパラリンピックや障がい者スポーツに対する
国民の実態・意識変化を把握し、時系列変化・国際間比較を通じて今後の課題を明確にし、
今後の浸透・啓蒙活動につなげる為の基礎資料とする。

 
■ 調査地域 : 日本:全国 その他地域:国ごとに異なる。詳細はＰ4に掲載。

■ 調査対象 : 20歳～69歳男女 インターネットリサーチモニター

■ 有効回答数 : 7,500名（日本:1,560名 海外:500名 ※ベトナムのみパネルの都合上、485名）
割付は 性年代均等割り付け（一部国についてはパネルの都合により均等回収を崩している）
※細かい内訳についてはＰ6に掲載。

■ 調査方法 : インターネットリサーチ

■ 調査時期 : 【本調査】 2017年3月1日（水）~2017年3月24日（金）

■ 調査実施機関 : 株式会社マクロミル
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海外 調査実施地域について

(%) (%) (%)
ソウル 50.8 ロンドン 28.6 クアラ・ルンプール 20.6

仁川 10.0 バーミンガム 14.4 ラブアン 0.8

京畿道 39.2 リーズ 8.6 プトラジャヤ 0.4

グラスゴー 10.0 ジョホール州 9.4

ニューヨーク州 23.2 シェスフィールド 6.2 クダ州 4.8

ニュージャージー州 18.8 ブラッド・ソード 0.6 ケランタン州 1.4

ペンシルヴァニア州 0.2 リバプール 6.2 ムラカ州 2.4

カリフォルニア州 21.6 エジンバラ 9.4 ヌグリ・センビラン州 3.6

イリノイ州 20.8 マンチェスター 16.0 パハン州 2.2

インディアナ州 3.0 ベナン州 9.2

テキサス州 12.4 ベラ州 5.6

ブルリス州 0.2

セランゴール州 31.2

北部 11.6 トレンガヌ州 1.4

中部 67.4 サバ州 2.2

 ベルリン 56.0 東北部 7.2 サラワク州 4.6

 自由ハンザ都市ハンブルク 44.0 東部 7.4

南部 6.4 シンガポール中央地区 18.2

シドニー 38.6 北東地区 35.6

メルボルン 33.6 西北 1.0 北西地区 16.0

ブリスベン 27.8 東北 7.0 南東地区 14.0

紅河デルタ 19.8 南西地区 16.2

北中部 5.6

南中部 13.4

中部高原 2.7

東南部 41.2
メコンデルタ 9.3

韓国
 (n=500)

シンガポール
 (n=500)

アメリカ
 (n=500)

イギリス
 (n=500)

マレーシア
 (n=500)

100.0北京市
中国

 (n=500)

100.0イル＝ド＝フランス
フランス

 (n=500)

100.0リオ・デ・ジャネイロ州
ブラジル

 (n=500)

オーストラリア
 (n=500)

ドイツ
 (n=500)

ベトナム
 (n=485)

タイ
 (n=500)

調査実施地域

青字はオリンピック開催都市、として集計
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回答者のプロフィール（日本 n=1,560）

性別 性年代別

地域（東西） 地域（エリア）

男性
50%

女性
50%

東日本
50%

西日本
50%

n=

男性 (780)

女性 (780)

20.0%

20.0%

20.0%

20.0%

20.0%

20.0%

20.0%

20.0%

20.0%

20.0%

20代 30代 40代 50代 60代以上

n= 北海道 東北 関東 中部 近畿 中国 四国 九州

地域 (1,560) 5.7 4.2 36.6 17.3 19.8 4.4 2.3 9.7

5.7 4.2 

36.6 

17.3 
19.8 

4.4 
2.3 

9.7 

0%

10%

20%

30%

40%
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回答者のプロフィール

n=

日本 (1,560)

韓国 (500)

アメリカ (500)

フランス (500)

ドイツ (500)

オーストラリア (500)

ブラジル (500)

イギリス (500)

中国 (500)

タイ (500)

ベトナム (485)

マレーシア (500)

シンガポール (500)

50.0%

50.0%

50.0%

50.0%

50.0%

50.0%

50.0%

50.0%

50.0%

50.0%

51.1%

50.0%

50.0%

50.0%

50.0%

50.0%

50.0%

50.0%

50.0%

50.0%

50.0%

50.0%

50.0%

48.9%

50.0%

50.0%

男性 女性

性別 性年代別

n=

日本 (1,560)

韓国 (500)

アメリカ (500)

フランス (500)

ドイツ (500)

オーストラリア (500)

ブラジル (500)

イギリス (500)

中国 (500)

タイ (500)

ベトナム (485)

マレーシア (500)

シンガポール (500)

20.0%

20.0%

20.0%

16.8%

19.0%

20.0%

17.4%

20.0%

20.0%

20.8%

22.7%

20.0%

20.0%

20.0%

20.0%

20.0%

21.8%

20.8%

20.0%

22.6%

20.0%

20.0%

21.6%

22.7%

20.0%

20.0%

20.0%

20.0%

20.0%

21.0%

20.4%

20.0%

20.6%

20.0%

20.0%

22.0%

24.9%

20.0%

20.0%

20.0%

20.0%

20.0%

20.4%

21.6%

20.0%

23.6%

20.0%

20.0%

26.2%

23.7%

22.0%

20.0%

20.0%

20.0%

20.0%

20.0%

18.2%

20.0%

15.8%

20.0%

20.0%

9.4%

6.0%

18.0%

20.0%

20代 30代 40代 50代 60代以上
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調査結果の要約
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日本の現状 まとめ

2014年以降、ほとんど盛り上がっていないのが現状。若い男性が有望な攻略ターゲット。

パラリンピック浸透度パラリンピック浸透度 ボランティア参加意向ボランティア参加意向

パラリンピック観戦意向パラリンピック観戦意向 ボランティア非意向理由ボランティア非意向理由

2014年調査 2017年調査

98.2 97.6

77.1 75.2

0%

50%

100%

名称認知 内容認知

2014年調査 2017年調査

33.1 30.5

6.0 5.6

0%

20%

40%

ぜひ+できれば行いたい ぜひ行いたい

2014年調査 2017年調査

15.4 17.6

61.3 57.1 

0%

40%

80%

会場観戦意向 中継観戦意向

興味がない
から

⾧時間の
ボランティア

参加が
できないから

障がいの知識
や支援の
仕方が

わからない
から

大会期間中
は他の用事が

あるから

個人での
ボランティア
参加は不安

だから

言語の面で
心配がある

から

やりがいを
感じられない

から

ボランティアを
しても

評価されない
から

※降順でソート

44.6
31.3

10.7 8.8 7.7 7.6 2.5 1.9
0%

40%

80%

パラリンピックに対する注目パラリンピックに対する注目 ボランティア意向についてボランティア意向について

メディア接触についてメディア接触について

新聞
ニュース番組や
選手・競技の

特集番組

大会
中継番組

選手・競技の
特集記事

大会結果や
選手・競技の

特集記事

動画サイトの
大会中継

TV インターネット

59.0
49.1

28.7

13.3
6.7

55.0 

33.9 

16.2 
8.5 3.4 

0%

40%

80%

2014年 2017年※2014年=過去経験
2015年=リオパラリンピック

視聴経験。
比較可能な項目のみを掲載。

 パラリンピックの理解や観戦意向、ボランティア意向は、2014年
からほとんど変わらず。厳密な比較ではないが、メディア接触につ
いては大会中継番組の視聴経験が2014年からダウン。
リオは2014年ほどメディアが盛り上がらなかったことも原因。

 若年男性のボランティア意向は若干高い。会場での観戦意向と関連
が考えられる。但し、ネックは⾧期間の時間確保。

 直接観戦経験が高い人ほどボランティア意向は高い。まずは「観戦
してもらう」ことが入口として必要。

【詳細及び海外比較】
若年層の内容認知が

低い。
一都三県とその他で地
域差はほとんどない。

海外と比較しても低
くはない。

【詳細及び海外比較】
一都三県居住者や、男性
20-30代の意向が高い。
障がい者スポーツ観戦経
験者は4人に1人が強い
意向を持つ。

海外と比較すると日本
は最低水準。

【詳細及び海外比較】
20-30代男性の会場観
戦意向は高め。中継は
60代以上の意向が高
い。
地域差は少ない。
会場観戦意向は（開催
国だが）海外と比較し
て低い。
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アジア圏について

直接観戦経験とボランティア意向に強い相関。ベトナムが最も熱い。

【パラリンピック認知】:日本よりやや低い。
【ボランティア意向】:日本と同程度。他国よりも非常に低い。
【直接観戦経験】:あまり高くはない。日本より多少高い。
【2020観戦意向】:日本と同程度。
【特徴】:浸透度、ボランティア意向、観戦経験など、どれを
とっても日本と近い水準（つまり、あまり高くない）。開催地周
辺都市とそれ以外でもあまり差はない。

【韓国】

【パラリンピック認知】:日本よりやや高い。
【ボランティア意向】:比較的高い。
【直接観戦経験】:ベトナムの次に高い。
【2020観戦意向】:アジア圏の中では標準的。日本より高い。
【特徴】:障がい者スポーツの直接観戦経験が高く、ボランティ
ア意向も高い（特に若年女性）。パラリンピックへの期待も日本
より大きい。

【中国】

【パラリンピック認知】:他国よりも高い水準。
【ボランティア意向】:比較的高い。
【直接観戦経験】:日本よりは高い。
【2020観戦意向】:非常に高い（特に会場観戦意向）。
【特徴】:会場観戦意向の高さが特徴。ボランティア意向も高い
（特に20-30代男性）。

【タイ】

【パラリンピック認知】:内容認知はあまり高くない。
【ボランティア意向】:調査対象国の中でもっとも高い。
【直接観戦経験】:調査対象国の中でもっとも高い。
【2020観戦意向】:非常に高い。
【特徴】:障がい者スポーツの観戦経験が高く、若い男性を中心
に、ボランティア意向や2020の観戦意向も高い。

【ベトナム】

【パラリンピック認知】:内容認知が低い。
【ボランティア意向】:アジアではベトナムに次ぐ高さ。
【直接観戦経験】:日本よりは高い。
【2020観戦意向】:非常に高い。
【特徴】:認知は低いものの、障がい者スポーツ観戦経験が高
く、若者を中心に、ボランティアの意向も高い。

【マレーシア】

【パラリンピック認知】:内容認知が低い。
【ボランティア意向】:西洋圏と同程度。日本よりはやや高い。
【直接観戦経験】:西洋圏と同程度。日本よりは高い。
【2020観戦意向】:比較的高い。
【特徴】:アジアの中ではいずれも低めだが、日本よりは障がい
者スポーツに興味がある。西洋圏の国々と近いスタイル。

【シンガポール】

■時系列及び各国詳細編から特徴を掲載。 ボランティア意向は「自国で開催された場合」として聴取している。
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その他地域（主に西洋圏）について

アメリカやブラジル以外は低い温度。基本的に先進国からの反応は冷ややかである。

【パラリンピック認知】:調査対象国の中で最も低い。
【ボランティア意向】:西洋圏の中では高い。
【直接観戦経験】:西洋圏の中では最も高い。
【2020観戦意向】:西洋圏の中では最も高い。
【特徴】:スペシャルオリンピックスの方がメジャーである分、
パラリンピック認知が低い。しかし障がい者スポーツへの関心は
高く、ボランティア意向も西洋圏の中では高い水準。

【アメリカ】

【パラリンピック認知】:低い。
【ボランティア意向】:低い。日本と同水準。
【直接観戦経験】:日本よりやや高い程度。
【2020観戦意向】:低い。
【特徴】:障がい者スポーツの浸透が弱く、あまり興味を持って
おらず、2014年から変化もしていないのが現状。
ネガティブな意味で日本と近いポジション。

【フランス】

【パラリンピック認知】:高い。日本と同程度。
【ボランティア意向】:やや低い（フランスよりは高い）
【直接観戦経験】:西洋圏の中では高め。
【2020観戦意向】:調査対象国の中で最も低い。
【特徴】:浸透度は低くないが、興味は薄い。直接観戦経験も低
くはないが、観戦意向やボランティア意向にはあまり寄与してい
ない。

【ドイツ】

【パラリンピック認知】:低い。フランスと同程度。
【ボランティア意向】:西洋圏の中では高め。
【直接観戦経験】:やや低い。ドイツと同程度。
【2020観戦意向】:低い。
【特徴】:フランス・ドイツ同様、観戦経験が低く、ボランティ
ア意向も全体からすると低い。

【オーストラリア】

【パラリンピック認知】:調査対象国の中では最も高い。
【ボランティア意向】:ベトナムに次いで高い。
【直接観戦経験】:中程度。ドイツよりは高い。
【2020観戦意向】:調査対象国の中では最も高い。
【特徴】:直近の開催国。開催効果の為か、2020の直接観戦も
非常に高く、障がい者スポーツが浸透している国。

【ブラジル】

【パラリンピック認知】:高い。日本と同程度。
【ボランティア意向】:西洋圏の中では高い。アメリカと同程度。
【直接観戦経験】:中程度。ブラジルと同程度。
【2020観戦意向】:低い。オーストラリアよりやや高い程度。
【特徴】:フランス、ドイツ、オーストラリアとほとんど同じ
（つまり日本とも近い）。障がい者スポーツがあまり浸透してい
ないが、ロンドン（開催都市）では、スコアが非常に高い。

【イギリス】

■時系列及び各国詳細編から特徴を掲載。 ボランティア意向は「自国で開催された場合」として聴取している。
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調査結果の総括

■日本におけるボランティア意向の実態と課題
 2020年東京オリンピック・パラリンピックのボランティアスタッフ確保に向けて、芳しくない結果となった。

要因の一つとして考えられるのが「障がい者スポーツ」への関心の低さである。
（リオ五輪では日本勢が金メダルを獲得していないため、メディア露出がロンドンほど高くなかったことも要因として考えられる。）

 日本は外国と比べて、障がい者スポーツの直接観戦経験や、障がい理解教育の体験が低い。
 他国に目を向けると、直接観戦経験や障がい理解教育体験が高いほど、2020パラリンピックの観戦意向が高

く、ボランティアの参加意欲も高い。この傾向から、障がい者スポーツの観戦経験や教育機会の有無と、
ボランティア意欲との関連は明白である。

 教育活動を障がい者スポーツがより多くの人の目に触れる活動、その中でボランティア意欲を育成していく
活動が必要。

 このような状況において、若者（特に男性）は、日本をはじめ多くの国で、ボランティア意欲や観戦意向が
高い。

 その要因として、スポーツ自体への関心の高さや、障がい理解教育の体験率が影響していることは十分考え
られる。日本では20代と30代で、教育体験経験の差が大きい。

 中高年に対し障がい理解教育の実施からスタートすることもやり方の一つだが、基礎固めから入ることは、
中⾧期的戦略の毛色が強く、また日本における中高年の生活様式を考えると、スムーズにボランティア参加
とはなかなか考えにくい。

 一方、一般的な話として、若者の方が生活の縛りは緩く、⾧期間にわたるボランティア活動に参加しやすい。
 短期的な施策により効果を出すためには、若者を意識したコミュニケーション（イベント開催やプロモー

ション等）への注力が望ましい。

■ボランティアスタッフ確保に向けた活動の示唆
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調査結果の詳細
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国際比較編
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n=  (1,560) (500) (500) (500) (500) (500) (500) (500) (500) (500) (485) (500) (500)

認知TOP1 75.2 59.2 34.8 57.0 77.0 57.4 93.4 73.8 78.6 79.6 62.9 46.2 42.4 

認知TOP2 97.6 80.2 75.8 97.2 95.6 95.8 99.0 98.6 99.4 97.6 96.1 90.4 91.0 

認知TOP1:「内容を知っている」 ／ 認知TOP2:「内容を知っている」＋「この名称を見たり聞いたりしたことがある程度」

調査実施国

97.6 

80.2 
75.8 

97.2 95.6 95.8 99.0 98.6 99.4 97.6 96.1 
90.4 91.0 

75.2 

59.2 

34.8 

57.0 

77.0 

57.4 

93.4 

73.8 
78.6 79.6 

62.9 

46.2 
42.4 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

認知TOP2

認知TOP1

[比率の差]

日本 +10ﾎﾟｲﾝﾄ

日本 +5ﾎﾟｲﾝﾄ

日本 -5ﾎﾟｲﾝﾄ

日本 -10ﾎﾟｲﾝﾄ

n=30以上の場合

パラリンピックの認知度【各国比較】
Q1S1 あなたは、以下のそれぞれの言葉を知っていますか。【パラリンピック】 SA

各国認知が高いが、内容認知はバラつきがある。ブラジルが突出しており、日本の内容認知は次点ポジション。
低い水準ではないが高くもない。

※全数ベース
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パラリンピックの認知度【各国比較】 (時系列)
Q1S1 あなたは、以下のそれぞれの言葉を知っていますか。【パラリンピック】 SA

韓国では認知、内容認知共に伸ばしているが、日本では伸びていない（スコアの減少に有意差はない）。

日本 韓国 アメリカ フランス ドイツ オーストラリア

n=  (1,560) (530) (530) (530) (530) (525)

認知TOP1 77.1 50.6 26.8 64.9 79.8 56.4 

認知TOP2 98.2 74.7 71.1 96.8 96.8 93.9 

n=  (1,560) (500) (500) (500) (500) (500)

認知TOP1 75.2 59.2 34.8 57.0 77.0 57.4 

認知TOP2 97.6 80.2 75.8 97.2 95.6 95.8 

認知TOP1:「内容を知っている」 ／ 認知TOP2:「内容を知っている」＋「この名称を見たり聞いたりしたことがある程度」

2014年

2017年

2014年／2017年　調査実施国

98.2 

74.7 
71.1 

96.8 96.8 93.9 
97.6 

80.2 
75.8 

97.2 95.6 95.8 

77.1 

50.6 

26.8 

64.9 

79.8 

56.4 

75.2 

59.2 

34.8 

57.0 

77.0 

57.4 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2014年認知TOP2 2017年認知TOP2
2014年認知TOP1 2017年認知TOP1

[比率の差]

日本 +10ﾎﾟｲﾝﾄ

日本 +5ﾎﾟｲﾝﾄ

日本 -5ﾎﾟｲﾝﾄ

日本 -10ﾎﾟｲﾝﾄ

n=30以上の場合

※全数ベース
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パラリンピック参加対象障がいの認知【各国比較】
Q2 あなたは、パラリンピックにどんな障がい者が参加するか知っていますか。参加していると思う障がいについて、あてはまるものを全てお選びください。 MA

視覚障がい、知的障がいの認知は国によってばらつきが多い。
正答率はブラジルで3%が最高となっており、各国共通で正しく理解している人は少ない。

n=

肢体不自由 視覚障害 知的障害 聴覚障害 発達障害 内部障害 精神障害

日本 (1,523) 88.4 71.7 22.1 63.1 12.1 9.0 5.4 10.4 1.4 

韓国 (401) 86.3 45.4 30.9 48.4 34.2 11.7 11.2 9.0 0.7 

アメリカ (379) 83.1 21.6 16.1 17.4 18.2 15.6 12.9 10.0 - 

フランス (486) 80.2 71.0 20.8 58.4 18.1 67.3 11.3 13.4 0.8 

ドイツ (478) 85.6 49.8 21.8 40.4 17.4 6.9 11.3 11.9 1.5 

オーストラリア (479) 87.1 52.6 34.7 40.3 33.2 24.6 26.1 9.6 1.3 

ブラジル (495) 96.2 89.9 43.4 70.5 37.0 13.9 41.6 2.6 2.6 

イギリス (493) 86.0 62.5 31.8 42.4 40.6 30.8 28.2 9.3 1.0 

中国 (497) 93.6 65.0 20.5 57.9 24.7 15.3 5.4 2.4 1.0 

タイ (488) 93.9 46.1 18.6 48.2 23.6 8.6 3.3 5.3 1.0 

ベトナム (466) 92.1 44.2 13.5 43.8 21.9 9.9 10.7 3.4 0.6 

マレーシア (452) 91.8 39.2 37.2 44.9 41.2 15.3 13.7 4.4 1.3 

シンガポール (455) 90.8 32.7 16.9 30.8 26.8 10.5 5.7 4.8 1.5 

※「日本」のスコアでカテゴリごとに降順ソート

パラリンピック　対象 パラリンピック　対象外
正答率

（３障害全て
回答かつ

誤回答なし）

わからない

調
査
実
施
国

[比率の差]

日本 +10ﾎﾟｲﾝﾄ

日本 +5ﾎﾟｲﾝﾄ

日本 -5ﾎﾟｲﾝﾄ

日本 -10ﾎﾟｲﾝﾄ

n=30以上の場合
0%

20%

40%

60%

80%

100%

※パラリンピック認知者ベース

日本
韓国
アメリカ
フランス
ドイツ
オーストラリア
ブラジル
イギリス
中国
タイ
ベトナム
マレーシア
シンガポール
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パラリンピック参加対象障がいの認知【各国比較】 (時系列)
Q2 あなたは、パラリンピックにどんな障がい者が参加するか知っていますか。参加していると思う障がいについて、あてはまるものを全てお選びください。 MA

日本では視覚障がいや知的障がいの回答率が上がったものの、聴覚障がいも上がり、結果正答率はあまり変わらず。

※パラリンピック認知者ベース

差分
5. 0 +5pt以上
3. 0 0pt以上5pt未満
- 0pt

- 3 . 0  -5pt以上0pt未満
- 6 . 0  -5pt未満

（％）

n=

肢体不自由 視覚障害 知的障害 聴覚障害 発達障害 内部障害 精神障害

2014年 (1,532) 91.4 57.5 12.5 52.7 9.7 8.4 4.4 7.7 0.5 

2017年 (1,523) 88.4 71.7 22.1 63.1 12.1 9.0 5.4 10.4 1.4 

UP/DOWN ‐ -3.0 14.2 9.5 10.4 2.4 0.6 0.9 2.7 0.9 

2014年 (396) 82.1 42.2 31.8 49.5 33.8 14.4 11.1 14.6 0.4 

2017年 (401) 86.3 45.4 30.9 48.4 34.2 11.7 11.2 9.0 0.7 

UP/DOWN ‐ 4.2 3.2 -0.9 -1.1 0.3 -2.7 0.1 -5.7 0.4 

2014年 (377) 83.0 14.1 8.8 12.7 13.0 6.9 9.8 13.0 0.2 

2017年 (379) 83.1 21.6 16.1 17.4 18.2 15.6 12.9 10.0 - 

UP/DOWN ‐ 0.1 7.6 7.3 4.7 5.2 8.7 3.1 -3.0 -0.2 

2014年 (513) 86.4 72.3 15.0 55.8 16.0 66.7 6.6 7.8 0.2 

2017年 (486) 80.2 71.0 20.8 58.4 18.1 67.3 11.3 13.4 0.8 

UP/DOWN ‐ -6.1 -1.3 5.8 2.7 2.1 0.6 4.7 5.6 0.6 

2014年 (513) 90.8 53.6 19.9 44.1 14.4 9.0 9.9 7.8 1.3 

2017年 (478) 85.6 49.8 21.8 40.4 17.4 6.9 11.3 11.9 1.5 

UP/DOWN ‐ -5.3 -3.8 1.9 -3.7 2.9 -2.1 1.4 4.1 0.1 

2014年 (493) 87.6 46.7 30.6 33.9 27.4 16.8 21.7 9.7 3.0 

2017年 (479) 87.1 52.6 34.7 40.3 33.2 24.6 26.1 9.6 1.3 

UP/DOWN ‐ -0.6 6.0 4.0 6.4 5.8 7.8 4.4 -0.1 -1.8 

※「日本 2017年」のスコアでカテゴリごとに降順ソート

正答率
（３障害全て

回答かつ
誤回答なし）

日本

韓国

アメリカ

フランス

オーストラリア

パラリンピック　対象 パラリンピック　対象外

わからない

2
0
1
4
年
/
2
0
1
7
年
調
査
実
施
国

ドイツ
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リオ パラリンピック 観戦経験【各国比較】

大会の中継番組が国によってばらつきが大きい。日本は中継を含めて全般的に低い水準。

Q3S1 あなたは、2016年リオデジャネイロオリンピック・パラリンピック大会をどのようにご覧になりましたか。
以下の1～11の中からあてはまるものをすべてお選びください。【パラリンピック】 MA

※パラリンピック認知者ベース
日本
韓国
アメリカ
フランス
ドイツ
オーストラリア
ブラジル
イギリス
中国
タイ
ベトナム
マレーシア
シンガポール

テレビ テレビ 新聞 ネット 新聞 ネット ネット ネット 会場

n=

ニュース番組
や選手・
競技の

特集番組

大会の中継
番組を見た

大会結果
ニュース
サイト

選手・競技
の特集記事

大会結果や
選手・競技
の特集記事

SNS
動画サイト
の大会中継

会場での
直接観戦

日本 (1,523) 55.0 33.9 26.8 17.9 16.2 8.5 3.8 3.4 0.4 0.7 30.6 69.4 

韓国 (401) 50.6 34.7 27.2 40.9 25.4 19.2 12.5 11.2 4.0 4.2 22.4 77.6 

アメリカ (379) 25.3 32.7 23.7 20.1 21.9 21.1 23.2 18.2 11.1 3.2 44.3 55.7 

フランス (486) 40.1 43.6 15.6 17.1 12.8 9.5 7.0 7.2 3.5 2.9 35.4 64.6 

ドイツ (478) 28.2 29.1 19.7 16.3 14.4 11.1 4.8 5.2 4.0 2.9 50.2 49.8 

オーストラリア (479) 30.9 36.5 20.5 18.4 13.4 9.2 12.7 9.2 5.2 2.5 43.4 56.6 

ブラジル (495) 62.8 69.9 53.1 56.6 49.5 50.1 40.4 29.5 25.3 9.9 8.9 91.1 

イギリス (493) 41.6 57.4 27.4 26.6 19.1 15.2 18.7 15.2 8.9 4.1 29.4 70.6 

中国 (497) 49.9 47.9 25.8 30.2 23.9 18.1 15.1 20.5 6.0 1.0 21.1 78.9 

タイ (488) 61.1 55.1 50.0 40.0 34.2 33.6 33.4 27.0 10.9 6.6 14.3 85.7 

ベトナム (466) 63.9 52.4 54.1 48.7 48.5 41.4 42.1 29.2 17.6 10.9 9.4 90.6 

マレーシア (452) 58.0 55.5 53.3 44.7 42.7 32.5 41.8 28.5 10.6 10.8 13.9 86.1 

シンガポール (455) 48.1 47.0 45.7 31.6 34.7 21.5 27.9 23.3 9.2 3.7 25.3 74.7 

※「日本」のスコアで降順ソート

調
査
実
施
国

見ていないそれ以外 観戦　計
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40%

60%

80%

[比率の差]

日本 +10ﾎﾟｲﾝﾄ

日本 +5ﾎﾟｲﾝﾄ

日本 -5ﾎﾟｲﾝﾄ

日本 -10ﾎﾟｲﾝﾄ

n=30以上の場合
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リオ オリンピック 観戦経験【各国比較】

パラリンピック同様、国によるばらつきは大きい。日本の場合、中継番組の視聴は高い水準にある。

Q3S2 あなたは、2016年リオデジャネイロオリンピック・パラリンピック大会をどのようにご覧になりましたか。
以下の1～11の中からあてはまるものをすべてお選びください。【オリンピック】 MA

日本
韓国
アメリカ
フランス
ドイツ
オーストラリア
ブラジル
イギリス
中国
タイ
ベトナム
マレーシア
シンガポール

※全数ベース

テレビ テレビ 新聞 ネット 新聞 ネット ネット ネット 会場

n=

大会の中継
番組を見た

ニュース番組
や選手・
競技の

特集番組

大会結果
ニュース
サイト

選手・競技
の特集記事

大会結果や
選手・競技
の特集記事

動画サイト
の大会中継

SNS
会場での
直接観戦

日本 (1,560) 68.4 66.1 42.7 30.5 28.2 17.9 9.4 7.4 0.7 0.6 16.7 83.3 

韓国 (500) 70.4 51.4 54.0 57.0 41.8 41.0 39.0 28.4 8.6 7.0 14.0 86.0 

アメリカ (500) 56.2 40.0 33.2 32.6 23.4 22.8 26.2 29.2 13.8 6.6 27.6 72.4 

フランス (500) 57.0 47.0 28.8 26.0 20.4 14.4 10.6 12.2 1.6 1.6 27.0 73.0 

ドイツ (500) 43.0 35.6 29.6 22.8 18.2 15.8 10.8 7.4 4.0 3.2 38.6 61.4 

オーストラリア (500) 58.6 40.0 30.4 27.2 19.0 13.2 16.8 19.6 7.4 2.8 28.0 72.0 

ブラジル (500) 84.2 64.6 61.2 62.0 54.4 56.4 40.4 47.2 27.6 12.0 6.4 93.6 

イギリス (500) 62.2 45.2 32.0 31.8 26.0 15.4 16.4 22.0 8.6 3.4 23.2 76.8 

中国 (500) 64.6 58.2 34.6 40.2 34.4 30.4 30.0 26.4 9.0 1.6 9.0 91.0 

タイ (500) 76.2 69.0 64.6 55.2 47.8 48.0 46.0 47.6 16.4 11.4 8.6 91.4 

ベトナム (485) 69.9 66.2 62.7 53.0 57.1 54.4 44.5 51.8 21.9 11.8 6.4 93.6 

マレーシア (500) 74.2 64.0 68.2 48.8 50.2 39.2 41.0 50.2 18.2 9.8 9.0 91.0 

シンガポール (500) 59.2 50.6 54.0 38.6 40.0 26.0 28.2 33.2 10.2 7.2 20.0 80.0 

※「日本」のスコアで降順ソート

調
査
実
施
国

見ていないそれ以外 観戦　計

[比率の差]

日本 +10ﾎﾟｲﾝﾄ

日本 +5ﾎﾟｲﾝﾄ

日本 -5ﾎﾟｲﾝﾄ

日本 -10ﾎﾟｲﾝﾄ

n=30以上の場合
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n=

車
い
す
テ
ニ
ス

車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー

ル

水
泳

陸
上
競
技

柔
道

ボ
ッ

チ
ャ

卓
球

ブ
ラ
イ
ン
ド

サ
ッ

カ
ー

ゴ
ー

ル
ボ
ー

ル

ア
ー

チ
ェ

リ
ー

自
転
車

ウ
ィ

ル
チ
ェ

ア

ラ
グ
ビ
ー

車
い
す

フ
ェ

ン
シ
ン
グ

車
椅
子

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

射
撃

パ
ワ
ー

リ
フ
テ
ィ

ン
グ

シ
ッ

テ
ィ

ン
グ

バ
レ
ー

ボ
ー

ル

馬
術

カ
ヌ
ー

ボ
ー

ト

テ
コ
ン
ド
ー

セ
ー

リ
ン
グ

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー

ス
キ
ー

ア
イ
ス
ス
レ
ッ

ジ

ホ
ッ

ケ
ー

バ
イ
ア
ス
ロ
ン

日本 (1,560) 30.7 23.5 20.2 18.5 10.1 7.8 7.8 7.3 5.8 5.3 4.2 3.0 2.9 2.1 1.7 1.7 1.6 1.0 0.9 0.8 0.8 0.5 8.0 4.2 3.1 2.3 0.1 46.7 53.3 52.9 11.4 

韓国 (500) 8.4 31.2 26.2 16.8 6.4 1.6 24.0 4.6 2.6 37.8 6.8 4.8 7.4 6.6 13.8 9.0 5.8 2.8 1.0 2.6 2.8 2.0 11.0 5.0 5.6 4.0 1.0 28.0 72.0 70.8 19.0 

アメリカ (500) 11.2 22.2 11.4 9.2 6.0 4.6 13.0 5.2 5.0 12.0 14.6 9.6 7.2 5.4 5.2 4.8 7.6 4.6 3.2 9.6 4.8 7.2 7.8 5.8 10.2 4.0 0.8 50.0 50.0 49.0 18.0 

フランス (500) 23.0 25.6 24.4 33.0 6.6 1.0 21.4 11.2 3.8 14.8 8.0 6.4 16.4 2.6 4.8 5.0 3.8 3.6 1.8 3.6 0.8 0.8 10.0 3.4 1.8 2.2 0.4 37.2 62.8 62.2 13.2 

ドイツ (500) 7.4 24.8 28.8 29.4 3.8 1.4 17.2 8.4 1.8 17.6 11.2 6.6 5.6 3.8 10.0 6.2 8.4 6.4 1.8 7.8 0.8 3.4 14.2 8.8 3.8 13.6 0.4 39.8 60.2 57.4 22.6 

オーストラリア (500) 18.0 26.0 24.4 15.8 2.8 0.8 10.2 3.8 3.2 12.8 14.8 12.8 5.2 3.2 2.8 5.2 2.8 7.0 1.2 11.0 1.6 4.8 5.2 4.0 5.0 2.0 1.0 44.2 55.8 54.8 11.0 

ブラジル (500) 23.6 47.8 60.0 42.2 27.8 5.2 27.0 40.2 14.2 25.6 17.4 13.6 17.4 4.2 19.4 22.2 38.0 11.2 12.6 19.2 7.6 11.4 4.8 1.8 5.8 1.2 1.2 12.0 88.0 87.8 8.2 

イギリス (500) 23.0 22.4 31.8 25.6 7.8 5.4 17.0 12.4 7.2 19.8 26.8 18.0 11.4 8.0 7.0 10.0 6.4 17.8 2.2 17.4 3.0 7.4 7.0 5.6 6.8 2.4 1.2 31.0 69.0 68.0 13.4 

中国 (500) 17.2 38.4 35.4 24.6 7.4 2.8 30.4 9.4 11.8 21.4 11.8 9.6 21.2 15.0 14.8 14.4 10.0 5.2 3.8 4.4 4.6 3.6 7.6 5.6 7.0 3.2 - 21.6 78.4 78.0 14.4 

タイ (500) 21.2 24.2 39.6 44.8 7.0 15.6 32.0 9.8 7.6 21.8 21.6 10.8 26.8 13.2 16.2 28.0 17.2 6.0 4.4 9.6 8.6 5.0 2.6 3.0 7.2 4.4 0.6 11.8 88.2 87.6 10.2 

ベトナム (485) 24.7 20.6 48.0 41.9 11.5 3.1 41.0 10.1 6.0 32.2 23.7 24.5 22.9 28.5 34.4 47.8 13.4 10.1 5.8 17.9 9.1 8.0 13.0 8.7 16.7 10.3 - 9.1 90.9 90.9 26.4 

マレーシア (500) 14.8 18.8 28.4 28.2 3.2 1.6 17.4 5.0 3.2 30.6 21.6 7.0 7.8 16.0 9.4 18.4 6.0 5.0 2.0 4.4 4.0 3.8 6.2 5.2 10.4 2.4 1.8 23.2 76.8 75.8 16.2 

シンガポール (500) 7.4 15.6 45.6 9.2 2.0 1.2 18.8 6.4 4.0 16.4 10.8 3.6 6.0 8.0 5.0 3.6 3.4 6.6 1.4 7.2 2.2 6.2 3.4 2.2 4.4 2.2 0.4 33.4 66.6 66.2 9.0 

※各大会ごとに「日本」のスコアで降順ソート

観
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験

計

調
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施
国

夏季大会 冬季大会 そ
の
他

見
た
こ
と
は
な
い

0%

20%

40%

60%

1位

2位

3位

4位

5位

n=30以上の場合 横方向に色づけ
【夏季大会】 【冬季大会】

1位

パラリンピック 観戦経験競技【各国比較】

各国、車いすバスケや水泳が上位。日本の場合は車いすテニスがトップ。各国金メダル獲得競技の視聴経験が高い。
（ベトナム:パワーリフティング、シンガポール:水泳 等）

Q4 以下のパラリンピックの競技種目のうち、テレビもしくはインターネット動画で観戦したことのある競技をすべてお選びください。
※競技場での生観戦を含めずにお答えください。 MA

日本
韓国
アメリカ
フランス
ドイツ
オーストラリア
ブラジル
イギリス
中国
タイ
ベトナム
マレーシア
シンガポール

※全数ベース



© 日本財団パラリンピックサポートセンター 21

(％)

n=

車
い
す
テ
ニ
ス

車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー

ル

水
泳

陸
上
競
技

柔
道

ボ
ッ

チ
ャ

卓
球

ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ

カ
ー

ゴ
ー

ル
ボ
ー

ル

ア
ー

チ
ェ

リ
ー

自
転
車

ウ
ィ

ル
チ
ェ

ア
ラ
グ
ビ
ー

車
い
す
フ
ェ

ン
シ
ン
グ

車
椅
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

射
撃

パ
ワ
ー

リ
フ
テ
ィ

ン
グ

シ
ッ

テ
ィ

ン
グ
バ
レ
ー

ボ
ー

ル

馬
術

カ
ヌ
ー

ボ
ー

ト

テ
コ
ン
ド
ー

セ
ー

リ
ン
グ

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ス
キ
ー

ア
イ
ス
ス
レ
ッ

ジ
ホ
ッ

ケ
ー

バ
イ
ア
ス
ロ
ン

2014年 (1,560) 28.8 28.3 16.2 22.6 2.5 0.6 2.1 3.7 7.1 4.4 0.9 2.8 2.9 0.6 1.5 0.4 0.5 0.6 20.6 10.5 7.2 5.4 0.4 51.4 48.6 45.8 28.3

2017年 (1,560) 30.7 23.5 20.2 18.5 10.1 7.8 7.8 7.3 5.8 5.3 4.2 3.0 2.9 2.1 1.7 1.7 1.6 1.0 0.9 0.8 0.8 0.5 8.0 4.2 3.1 2.3 0.1 46.7 53.3 52.9 11.4

UP/DOWN - 1.9 -4.9 4.0 -4.2 7.6 7.2 5.7 2.1 -1.8 -0.2 2.1 0.1 -1.2 1.0 0.1 0.6 0.3 -0.1 -12.6 -6.3 -4.1 -3.1 -0.3 -4.7 4.7 7.1 -16.9

2014年 (530) 6.8 26.6 17.4 15.3 1.3 1.1 17.5 2.5 21.5 6.2 5.5 4.7 10.9 3.4 5.8 1.7 2.8 1.7 8.7 3.4 4.9 3.6 - 58.3 41.7 40.8 23.4

2017年 (500) 8.4 31.2 26.2 16.8 6.4 1.6 24.0 4.6 2.6 37.8 6.8 4.8 7.4 6.6 13.8 9.0 5.8 2.8 1.0 2.6 2.8 2.0 11.0 5.0 5.6 4.0 1.0 28.0 72.0 70.8 19.0

UP/DOWN - 1.6 4.6 8.8 1.5 5.1 0.5 6.5 0.1 16.3 0.6 -0.7 2.7 2.9 5.6 -0.0 1.1 -0.2 0.3 2.3 1.6 0.7 0.4 1.0 -30.3 30.3 30.0 -4.4

2014年 (530) 3.6 12.6 3.8 0.9 0.2 0.2 4.0 1.7 3.8 5.1 2.5 1.1 1.1 0.8 1.7 0.9 1.1 0.9 2.8 0.9 2.3 0.9 0.6 78.1 21.9 20.8 7.9

2017年 (500) 11.2 22.2 11.4 9.2 6.0 4.6 13.0 5.2 5.0 12.0 14.6 9.6 7.2 5.4 5.2 4.8 7.6 4.6 3.2 9.6 4.8 7.2 7.8 5.8 10.2 4.0 0.8 50.0 50.0 49.0 18.0

UP/DOWN - 7.6 9.6 7.6 8.3 5.8 4.4 9.0 3.3 8.2 9.5 7.1 6.1 4.1 4.0 5.9 3.7 8.5 6.3 5.0 4.9 7.9 3.1 0.2 -28.1 28.1 28.2 10.1

2014年 (530) 20.6 34.3 24.3 39.2 1.7 0.6 16.6 2.8 14.7 11.9 5.1 19.1 6.2 5.1 5.3 4.2 4.9 2.6 26.6 12.1 3.8 8.7 0.6 37.2 62.8 61.3 33.8

2017年 (500) 23.0 25.6 24.4 33.0 6.6 1.0 21.4 11.2 3.8 14.8 8.0 6.4 16.4 2.6 4.8 5.0 3.8 3.6 1.8 3.6 0.8 0.8 10.0 3.4 1.8 2.2 0.4 37.2 62.8 62.2 13.2

UP/DOWN - 2.4 -8.7 0.1 -6.2 4.9 0.4 4.8 1.0 0.1 -3.9 1.3 -2.7 -1.4 -0.1 -1.5 -0.6 -1.3 -1.8 -16.6 -8.7 -2.0 -6.5 -0.2 0.0 -0.0 0.9 -20.6

2014年 (530) 8.3 23.6 21.7 29.6 1.7 0.9 12.3 1.7 7.7 10.6 5.8 6.6 6.4 1.9 12.3 3.0 3.6 1.5 12.6 9.6 4.2 14.0 0.2 57.4 42.6 42.1 23.4

2017年 (500) 7.4 24.8 28.8 29.4 3.8 1.4 17.2 8.4 1.8 17.6 11.2 6.6 5.6 3.8 10.0 6.2 8.4 6.4 1.8 7.8 0.8 3.4 14.2 8.8 3.8 13.6 0.4 39.8 60.2 57.4 22.6

UP/DOWN - -0.9 1.2 7.1 -0.2 2.1 0.5 4.9 0.1 9.9 0.6 0.8 -1.0 3.6 4.3 -3.9 3.4 4.2 1.9 1.6 -0.8 -0.4 -0.4 0.2 -17.6 17.6 15.3 -0.8

2014年 (525) 14.3 37.5 26.9 25.1 2.7 1.0 7.6 4.8 9.7 13.9 14.7 5.7 8.6 5.1 6.1 4.4 4.2 3.6 12.0 5.0 4.4 2.9 0.6 42.1 57.9 57.5 17.9

2017年 (500) 18.0 26.0 24.4 15.8 2.8 0.8 10.2 3.8 3.2 12.8 14.8 12.8 5.2 3.2 2.8 5.2 2.8 7.0 1.2 11.0 1.6 4.8 5.2 4.0 5.0 2.0 1.0 44.2 55.8 54.8 11.0

UP/DOWN - 3.7 -11.5 -2.5 -9.3 0.1 -0.2 2.6 -1.6 3.1 0.9 -1.9 -0.5 -5.8 0.1 -3.3 2.6 6.8 1.2 -6.8 -1.0 0.6 -0.9 0.4 2.1 -2.1 -2.7 -6.9

※2014年斜線は非聴取 ※各大会ごとに「日本 2017年」のスコアで降順ソート

冬
季
大
会
観
戦
経
験
　
計

2
0
1
4
年
/
2
0
1
7
年
調
査
実
施
国

夏季大会 冬季大会 そ
の
他

見
た
こ
と
は
な
い

観
戦
経
験
　
計

日本

韓国

アメリカ

フランス

ドイツ

オーストラリア

夏
季
大
会
観
戦
経
験
　
計

1位

2位

3位

4位

5位

n=30以上の場合 横方向に色づけ

【夏季大会】 【冬季大会】

1位

パラリンピック 観戦経験競技【各国比較】 (時系列)

日本で上昇が大きい競技は柔道、ボッチャ、卓球。必ずしもメダル取得競技が伸びるわけではない結果となっている。
海外の場合、韓国は水泳、アメリカは車いすバスケ等、金メダルを取得した競技の伸びが大きい。

Q4 以下のパラリンピックの競技種目のうち、テレビもしくはインターネット動画で観戦したことのある競技をすべてお選びください。
※競技場での生観戦を含めずにお答えください。 MA

※全数ベース
差分

5. 0 +5pt以上
3. 0 0pt以上5pt未満
- 0pt

- 3 . 0  -5pt以上0pt未満
- 6 . 0  -5pt未満
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※スコアは「ある」

日
本

韓
国

ア
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リ
カ

フ
ラ
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ア
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ラ
ジ
ル

イ
ギ
リ
ス

中
国

タ
イ

ベ
ト
ナ
ム

マ
レ
ー

シ
ア

シ
ン
ガ
ポ
ー

ル

n=  (1,560) (530) (530) (530) (530) (525)

2014年　全体 4.7 12.6 17.9 10.8 18.9 13.9 

斜線:2014年非聴取

n=  (1,560) (500) (500) (500) (500) (500) (500) (500) (500) (500) (485) (500) (500)

2017年　全体 3.8 8.8 25.6 10.0 16.2 15.2 19.4 19.0 28.8 20.6 52.4 20.2 17.6 

2014年／2017年　調査実施国

4.7 

12.6 

17.9 

10.8 

18.9 
13.9 

3.8 
8.8 

25.6 

10.0 

16.2 15.2 
19.4 19.0 

28.8 

20.6 

52.4 

20.2 
17.6 

0%

20%

40%

60%

2014年 全体 2017年 全体

[比率の差]

日本 +10ﾎﾟｲﾝﾄ

日本 +5ﾎﾟｲﾝﾄ

日本 -5ﾎﾟｲﾝﾄ

日本 -10ﾎﾟｲﾝﾄ

n=30以上の場合

パラリンピック以外の障がい者スポーツ 直接観戦経験【各国比較】(時系列) 

日本の直接観戦経験は、諸外国と比較して最も低く、2番目に低い韓国と比較しても半分以下。

Q5 あなたは、これまでにパラリンピック以外の障がい者スポーツを直接観戦したことがありますか。 SA

※全数ベース
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2020年 東京パラリンピック 2020年 東京オリンピック

日
本

韓
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ア
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フ
ラ
ン
ス

ド
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ツ
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ス
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ラ
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ジ
ル

イ
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中
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イ

ベ
ト
ナ
ム

マ
レ
ー

シ
ア

シ
ン
ガ
ポ
ー

ル

日
本

韓
国

ア
メ
リ
カ

フ
ラ
ン
ス

ド
イ
ツ

オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア

ブ
ラ
ジ
ル

イ
ギ
リ
ス

中
国

タ
イ

ベ
ト
ナ
ム

マ
レ
ー

シ
ア

シ
ン
ガ
ポ
ー

ル

n=  (1,560) (500) (500) (500) (500) (500) (500) (500) (500) (500) (485) (500) (500) (1,560) (500) (500) (500) (500) (500) (500) (500) (500) (500) (485) (500) (500)

会場で直接観戦したい 17.6 13.2 22.8 12.8 8.6 13.8 64.6 17.6 32.0 42.6 48.2 36.6 19.0 32.9 30.8 22.4 14.2 10.2 15.2 71.0 16.6 37.4 59.8 57.7 51.0 27.2 

テレビやインターネットの動画中継で観戦したい 57.1 57.6 45.8 55.4 44.8 53.6 65.8 60.6 66.8 67.6 73.0 66.4 57.2 65.6 68.2 63.8 64.6 52.2 65.0 67.2 67.4 79.2 68.8 71.1 73.6 63.0 

調査実施国 調査実施国
0%

20%

40%

60%

80%

100%

会場で直接観戦したい

テレビやインターネットの

動画中継で観戦したい

[比率の差]

日本 +10ﾎﾟｲﾝﾄ

日本 +5ﾎﾟｲﾝﾄ

日本 -5ﾎﾟｲﾝﾄ

日本 -10ﾎﾟｲﾝﾄ

n=30以上の場合

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2020年東京パラリンピック／オリンピック観戦意向【各国比較】

日本は開催国にも関わらず、会場観戦意向は非常に低い。但し、オリンピックについてもそれほど高いとは言えない。
タイ、ベトナム等のアジア勢の方が総じて直接観戦意向が高い。

Q6 あなたは、2020年東京オリンピック・パラリンピックを観戦したいですか。それぞれについてあてはまるものをすべてお選びください。 MA

日本
会場で直接観戦したい◆2014:15.4％→◆2017:17.6％
動画中継◆2014:61.3％→◆2017:57.1％

日本
会場で直接観戦したい◆2014:30.2％→◆2017:32.9％
動画中継◆2014:59.7％→◆2017:65.6％

※全数ベース



© 日本財団パラリンピックサポートセンター 24

日
本

(

2
0
1
4
年
）

日
本

(

2
0
1
7
年
）

韓
国

ア
メ
リ
カ

フ
ラ
ン
ス

ド
イ
ツ

オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア

ブ
ラ
ジ
ル
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ス

中
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ガ
ポ
ー

ル

n=  (1,560) (1,560) (500) (500) (500) (500) (500) (500) (500) (500) (500) (485) (500) (500)

意向TOP1:
「ぜひ行いたい」

6.0 5.6 4.2 30.0 6.0 11.0 18.0 38.4 29.4 26.8 24.8 46.6 32.8 15.2 

意向TOP2:
「ぜひ行いたい」＋「できれば行いたい」

27.1 24.9 60.0 65.0 28.4 43.0 50.2 74.2 64.2 76.2 83.0 91.5 77.6 62.4 

調査実施国
0%

20%

40%

60%

80%

100%

意向TOP1:

「ぜひ行いたい」

意向TOP2:

「ぜひ行いたい」＋

「できれば行いたい」

[比率の差]

日本(2017年) +10ﾎﾟｲﾝﾄ

日本(2017年) +5ﾎﾟｲﾝﾄ

日本(2017年) -5ﾎﾟｲﾝﾄ

日本(2017年) -10ﾎﾟｲﾝﾄ

n=30以上の場合

パラリンピック ボランティア参加意向【各国比較】

日本のボランティア参加意向は最低水準。2014年から伸びていない。最も高い国はベトナム。

Q9S1 【日本】あなたは、2020年東京オリンピック・パラリンピックでボランティアをしたいと思いますか。それぞれあてはまるものをお選びください。
【海外】あなたは今後、お住まいの地域周辺でオリンピック・パラリンピックが開催される場合、ボランティアをしたいと思いますか。

それぞれあてはまるものをお選びください。
SA

※全数ベース
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n=

興味がないから
⾧時間の

ボランティア参加
ができないから

障がいの知識や
支援の仕方が
わからないから

大会期間中は
他の用事が

あるから

個人での
ボランティア参加
は不安だから

言語の面で
心配があるから

やりがいを
感じられない

から

ボランティアを
しても

評価されない
から

その他の理由

日本 (830) 44.6 31.3 10.7 8.8 7.7 7.6 2.5 1.9 19.0 

韓国 (118) 43.2 29.7 23.7 27.1 8.5 14.4 5.1 4.2 16.1 

アメリカ (123) 57.7 13.8 13.8 11.4 7.3 3.3 - 0.8 15.4 

フランス (219) 37.0 20.5 21.0 17.4 1.4 5.9 11.4 2.3 17.4 

ドイツ (197) 48.2 31.0 10.2 4.1 7.1 2.0 4.1 4.6 21.3 

オーストラリア (189) 50.3 24.9 17.5 10.6 6.9 4.8 3.2 1.6 22.2 

ブラジル (56) 50.0 21.4 14.3 25.0 3.6 3.6 8.9 12.5 28.6 

イギリス (133) 49.6 21.8 10.5 9.0 4.5 1.5 1.5 0.8 24.1 

中国 (98) 38.8 20.4 28.6 15.3 3.1 19.4 2.0 1.0 9.2 

タイ (49) 40.8 32.7 34.7 18.4 20.4 24.5 14.3 12.2 20.4 

ベトナム (22) 36.4 45.5 45.5 27.3 9.1 36.4 45.5 4.5 13.6 

マレーシア (76) 40.8 15.8 38.2 18.4 11.8 19.7 7.9 1.3 21.1 

シンガポール (136) 34.6 15.4 24.3 14.0 11.0 7.4 6.6 5.1 22.1 

※「日本」のスコアで降順ソート

調
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国
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20%

40%

60%

[比率の差]

日本 +10ﾎﾟｲﾝﾄ

日本 +5ﾎﾟｲﾝﾄ

日本 -5ﾎﾟｲﾝﾄ

日本 -10ﾎﾟｲﾝﾄ

n=30以上の場合

ボランティア非意向理由【各国比較】

「興味がない」がどの国でも高い。日本の場合「⾧時間のボランティア参加」がネックとなっている。

Q10 ボランティアを行いたくないと思ったのは何故ですか。お気持ちにあてはまるものをすべてお選びください。 MA

※ボランティア非意向者ベース

日本
韓国
アメリカ
フランス
ドイツ
オーストラリア
ブラジル
イギリス
中国
タイ
ベトナム
マレーシア
シンガポール
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2020年東京パラリンピックに期待すること【各国比較】

各国、「理解向上」「スポーツ機会の充実」が上位。メダル獲得や選手増といったスポーツ面については国による温度差が大きい。

Q11 2020年東京パラリンピックの開催によって、あなたが期待することをすべてお選ひください。 MA

n=

障がい・
障がい者への
理解の向上

障がいのある人
のスポーツの

機会や環境の
充実

公共施設等の
バリアフリー化の

促進

障がい者
雇用の増加

地域の活性化
自国選手団の
メダル獲得数の

増加

自国選手団
選手数の増加

期待するものは
特にない

その他

日本 (1,560) 44.2 41.5 35.7 24.9 20.4 11.0 8.2 26.4 0.8 

韓国 (500) 56.0 47.2 18.4 31.8 11.2 14.2 11.4 23.6 0.4 

アメリカ (500) 47.4 42.6 32.0 29.8 18.4 20.0 17.6 28.8 0.6 

フランス (500) 38.0 35.8 34.8 30.0 12.4 18.8 17.8 37.4 0.8 

ドイツ (500) 41.6 25.8 41.2 25.2 15.2 10.6 12.0 39.4 1.0 

オーストラリア (500) 47.0 45.2 33.4 29.6 19.8 21.6 23.4 27.8 1.0 

ブラジル (500) 65.8 68.2 63.6 60.2 44.2 42.0 45.8 12.2 0.8 

イギリス (500) 49.0 45.0 38.6 31.4 20.8 30.0 26.6 22.8 0.6 

中国 (500) 56.6 48.2 52.4 45.2 12.4 35.8 23.4 9.0 - 

タイ (500) 62.2 62.4 55.4 55.6 28.8 36.0 26.0 11.0 0.2 

ベトナム (485) 70.7 75.5 56.9 53.0 45.8 33.0 33.4 2.3 0.8 

マレーシア (500) 66.8 67.8 51.4 47.2 29.2 30.6 32.2 10.6 0.2 

シンガポール (500) 49.8 47.2 42.0 35.2 17.0 18.6 21.2 23.0 0.2 

※「日本」のスコアで降順ソート
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[比率の差]

日本 +10ﾎﾟｲﾝﾄ

日本 +5ﾎﾟｲﾝﾄ

日本 -5ﾎﾟｲﾝﾄ

日本 -10ﾎﾟｲﾝﾄ

n=30以上の場合

日本
韓国
アメリカ
フランス
ドイツ
オーストラリア
ブラジル
イギリス
中国
タイ
ベトナム
マレーシア
シンガポール

※全数ベース
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障がい理解教育 体験経験【各国比較】

日本の体験経験はフランスに続く低い水準。ベトナムの体験経験が高い。

Q7 あなたは、これまでに学校教育またはそれ以外の場所において、以下のような障がい理解に関する教育を体験したことがありますか。
体験したことがあるものをすべてお選びください。 MA

n=

手話体験 車いす体験
点字に

ついての学習
介護等体験

盲導犬に
ついての学習

ブラインド
ウォーク体験

障がい理解を
深めるための
本やビデオ

視聴

障がいのある
方や関わりの
ある方の講演
会への参加

パラリンピック
対象競技を
実際に体験

その他
体験経験

計

日本 (1,560) 14.5 13.8 11.9 9.2 8.5 7.1 6.7 5.4 0.8 1.3 32.1 

韓国 (500) 23.2 16.6 11.0 13.0 9.2 13.0 17.0 9.6 2.4 1.0 55.4 

アメリカ (500) 31.4 12.0 16.4 18.6 20.0 9.6 18.2 19.6 6.0 2.8 59.6 

フランス (500) 12.0 8.4 6.0 6.8 4.4 7.6 6.4 4.2 1.4 1.2 29.4 

ドイツ (500) 11.8 16.0 2.8 17.4 3.0 7.6 12.0 10.4 1.8 5.0 43.6 

オーストラリア (500) 20.4 7.6 9.6 11.4 23.2 8.6 14.4 15.4 3.2 3.4 46.6 

ブラジル (500) 33.8 15.2 10.2 25.0 15.6 11.8 16.6 16.6 3.8 3.8 60.2 

イギリス (500) 21.8 8.8 14.8 12.6 22.0 9.4 13.0 11.6 3.6 2.6 51.0 

中国 (500) 25.0 16.8 11.2 17.4 13.0 14.8 14.0 6.0 6.8 - 49.8 

タイ (500) 20.2 15.2 12.6 17.6 8.6 6.8 19.4 8.4 6.8 0.8 48.4 

ベトナム (485) 39.4 22.1 28.0 29.9 16.3 20.6 32.2 21.2 12.2 0.4 75.7 

マレーシア (500) 26.8 9.2 12.0 11.6 9.4 13.0 26.2 16.4 3.4 0.2 53.8 

シンガポール (500) 16.2 7.8 7.2 12.8 13.2 10.2 14.6 11.8 3.6 0.8 46.6 

※「日本」のスコアで降順ソート

調
査
実
施
国

[比率の差]

日本 +10ﾎﾟｲﾝﾄ

日本 +5ﾎﾟｲﾝﾄ

日本 -5ﾎﾟｲﾝﾄ

日本 -10ﾎﾟｲﾝﾄ

n=30以上の場合 0%

10%

20%

30%

40%
日本
韓国
アメリカ
フランス
ドイツ
オーストラリア
ブラジル
イギリス
中国
タイ
ベトナム
マレーシア
シンガポール

※全数ベース
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障がい理解教育 体験の感想【各国比較】

各国「大変そう」「すごい」といった感想が先に立つ。日本の場合「怖かった」という感想を抱く人が飛びぬけて多い。

Q8 障がい理解教育を受けてみてどのように思いましたか。お気持ちにあてはまるものをすべて選んでください。 MA

n=

障がい者の人は
大変そうだなと

思った

実際に
体験してみると

怖かった

障がい者の人は
すごいと思った

障がい者の人を
支援したいと

思った

手話や点字など
もっと障がい者
のことを知りたく

なった

どのように障がい
者の人を支援
したらいいか

わからなかった

実際に
パラリンピックの
スポーツを見て
みたいと思った

実際に
体験してみると
恥ずかしかった

その他の感想

日本 (501) 48.1 37.1 33.3 30.3 19.8 14.8 7.0 3.2 3.6 

韓国 (277) 65.7 21.7 45.5 21.3 24.2 13.7 8.7 19.5 1.8 

アメリカ (298) 47.7 20.5 63.4 40.9 22.1 12.8 14.4 9.1 3.0 

フランス (147) 51.7 14.3 42.9 20.4 22.4 8.8 10.2 15.0 2.7 

ドイツ (218) 45.0 12.8 56.0 29.4 16.5 18.8 11.0 13.3 5.5 

オーストラリア (233) 55.8 12.9 64.8 30.5 17.6 12.0 11.2 6.4 4.3 

ブラジル (301) 61.1 10.3 48.5 40.2 42.2 22.3 22.3 10.6 2.7 

イギリス (255) 51.4 13.7 60.0 31.4 22.0 10.2 12.5 10.2 2.4 

中国 (249) 67.9 19.7 71.5 40.6 18.1 5.6 22.1 16.9 - 

タイ (242) 42.1 21.1 71.9 43.4 31.0 16.5 15.3 9.9 1.2 

ベトナム (367) 54.8 19.6 71.4 60.2 36.8 27.2 30.2 11.4 0.5 

マレーシア (269) 49.4 16.7 72.1 48.3 37.9 16.4 20.8 6.7 1.5 

シンガポール (233) 56.7 17.6 65.2 34.3 20.2 21.5 11.2 6.0 0.4 

※「日本」のスコアで降順ソート

調
査
実
施
国
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[比率の差]

日本 +10ﾎﾟｲﾝﾄ

日本 +5ﾎﾟｲﾝﾄ

日本 -5ﾎﾟｲﾝﾄ

日本 -10ﾎﾟｲﾝﾄ

n=30以上の場合

※障がい理解教育 体験者ベース

日本
韓国
アメリカ
フランス
ドイツ
オーストラリア
ブラジル
イギリス
中国
タイ
ベトナム
マレーシア
シンガポール



29© 日本財団パラリンピックサポートセンター

国内詳細編

※n=30未満のスコアは参考値
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n= (%)

(1,560) 98.2 19.8 11.2 

(1,560) 97.6 17.9 10.1 

男性20代 (156) 96.2 23.7 16.0 

男性30代 (156) 95.5 25.0 11.5 

男性40代 (156) 98.1 14.7 5.1 

男性50代 (156) 99.4 21.8 8.3 

男性60代以上 (156) 98.7 9.6 4.5 

女性20代 (156) 96.8 18.6 11.5 

女性30代 (156) 98.1 14.7 6.4 

女性40代 (156) 97.4 13.5 7.1 

女性50代 (156) 98.1 23.7 16.7 

女性60代以上 (156) 98.1 13.5 13.5 

一都三県 (519) 97.7 18.1 11.4 

その他 (1,041) 97.6 17.8 9.4 

障がい理解教育　体験あり (501) 99.4 28.9 20.0 

パラリンピック対象競技  観戦経験あり (831) 99.2 22.5 15.3 

障がい者スポーツ  直接観戦経験あり (59) 96.6 52.5 32.2 

  ※認知・計（「内容を知っている」＋「この名称を見たり聞いたりしたことがある程度」）

他大会　認知・計

デフリン
ピック

地域別（日本）

2014年　全体

2017年　全体

性年代別

スペシャル
オリン

ピックス
認知・計

各体験・経験
有無

77.1

75.2

69.2

68.6

78.2

80.8

79.5

68.6

73.7

72.4

75.0

85.9

77.6

74.0

85.0

85.9

83.1

21.1

22.4

26.9

26.9

19.9

18.6

19.2

28.2

24.4

25.0

23.1

12.2

20.0

23.6

14.4

13.2

13.6

1.8

2.4

3.8

4.5

1.9

0.6

1.3

3.2

1.9

2.6

1.9

1.9

2.3

2.4

0.6

0.8

3.4

内容を

知っている

この名称を見たり聞いたり

したことがある程度

この名称を

知らない

[比率の差]

2017年 全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ

n=30以上の場合

パラリンピックの認知度
Q1 あなたは、以下のそれぞれの言葉を知っていますか。 SA

日本におけるパラリンピックの認知度は名称ベースの認知が98％、内容認知が75％。いずれも前回から変わらず。
・性年代別では、女性60代以上の内容認知が高い。
・障がい理解教育や障がい者スポーツ観戦経験がある場合、内容認知が高い。

※全数ベース
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n=
肢体不自由 視覚障害 知的障害 聴覚障害 発達障害 内部障害 精神障害

(1,532) 91.4 57.5 12.5 52.7 9.7 8.4 4.4 7.7 0.5 
(1,523) 88.4 71.7 22.1 63.1 12.1 9.0 5.4 10.4 1.4 

男性20代 (150) 82.0 62.0 15.3 56.0 10.7 14.0 5.3 16.0 0.7 

男性30代 (149) 87.2 72.5 19.5 63.1 12.8 11.4 6.0 10.1 0.7 

男性40代 (153) 86.3 73.9 23.5 62.7 11.1 5.2 4.6 11.8 0.7 

男性50代 (155) 84.5 75.5 29.0 65.8 13.5 11.0 5.8 14.8 2.6 

男性60代以上 (154) 91.6 79.9 29.2 73.4 16.2 9.1 7.8 7.8 1.3 

女性20代 (151) 87.4 60.9 20.5 54.3 15.9 13.9 7.3 11.9 0.7 

女性30代 (153) 90.2 64.7 16.3 54.9 10.5 6.5 2.6 8.5 1.3 

女性40代 (152) 92.1 77.0 19.1 67.1 9.9 7.9 4.6 7.2 2.0 

女性50代 (153) 90.2 75.2 24.2 66.7 8.5 5.9 5.9 9.2 2.0 

女性60代以上 (153) 92.8 75.2 23.5 66.7 12.4 5.2 3.9 7.2 2.6 

一都三県 (507) 91.1 75.5 23.1 66.3 13.6 9.5 4.9 8.5 2.0 

その他 (1,016) 87.1 69.8 21.6 61.5 11.4 8.8 5.6 11.4 1.2 

障がい理解教育　体験あり (498) 95.8 79.1 27.3 71.3 16.3 13.5 8.0 3.2 1.4 

パラリンピック対象競技  観戦経験あり (824) 94.4 81.4 26.5 73.4 14.2 10.3 6.2 4.5 1.8 

障がい者スポーツ  直接観戦経験あり (57) 86.0 73.7 26.3 68.4 12.3 10.5 10.5 10.5 1.8 

※「2017年　全体」のスコアでカテゴリごとに降順ソート

パラリンピック　対象 パラリンピック　対象外 正答率
（３障害全て

回答かつ
誤回答なし）

わからない

2014年　全体
2017年　全体

性年代別

地域別（日本）

各体験・経験
有無

91.4 

57.5 

12.5 

52.7 

9.7 8.4 4.4 7.7 

88.4 

71.7 

22.1 

63.1 

12.1 9.0 5.4 
10.4 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2014年 全体

2017年 全体

[比率の差]

2017年 全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ

n=30以上の場合

パラリンピック参加対象障がいの認知
Q2 あなたは、パラリンピックにどんな障がい者が参加するか知っていますか。参加していると思う障がいについて、あてはまるものを全てお選びください。 MA

パラリンピックについて正しく理解している人は1.4％。2014年から若干増加。視覚障がい・知的障がいの認知が増加している。
・障がい理解教育体験やパラリンピック対象競技の観戦経験がある人の方が正答率は高いが、スコアの絶対値は2％以下と低い。

※パラリンピック認知者ベース
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パラリンピック参加対象障がいの認知 ボランティア意向・観戦意向別
Q2 あなたは、パラリンピックにどんな障がい者が参加するか知っていますか。参加していると思う障がいについて、あてはまるものを全てお選びください。 MA

ボランティア参加意向や競技観戦意向と、参加対象障がいの理解には、顕著な関連性は見られない。

n=
肢体不自由 視覚障害 知的障害 聴覚障害 発達障害 内部障害 精神障害

(1,532) 91.4 57.5 12.5 52.7 9.7 8.4 4.4 7.7 0.5 

(1,523) 88.4 71.7 22.1 63.1 12.1 9.0 5.4 10.4 1.4 

是非行いたい (86) 90.7 76.7 26.7 72.1 19.8 16.3 12.8 5.8 - 

出来れば行いたい (299) 95.0 79.6 26.4 71.6 15.1 11.0 7.0 4.0 1.7 

あまり行いたくない (331) 89.1 74.9 22.7 64.0 9.4 9.4 4.2 9.7 2.1 

まったく行いたくない (484) 84.3 64.7 16.9 56.8 9.3 5.0 3.5 15.1 1.0 

意向者　計 (385) 94.0 79.0 26.5 71.7 16.1 12.2 8.3 4.4 1.3 

パラ＋オリ観戦意向 (989) 93.0 79.1 25.3 69.9 13.7 10.0 5.9 5.9 1.7 

パラのみ観戦意向 (4) 100.0 75.0 50.0 75.0 50.0 50.0 25.0 - - 

オリのみ観戦意向 (200) 82.0 63.0 16.0 52.5 8.0 5.5 4.0 17.0 1.0 

どちらも非意向 (330) 78.5 54.8 15.8 49.1 9.7 7.6 4.5 20.3 0.9 

※「2017年　全体」のスコアでカテゴリごとに降順ソート

パラリンピック　対象 パラリンピック　対象外

わからない

正答率
（３障害全て

回答かつ
誤回答なし）

2014年　全体

パラリンピック
ボランティア
参加意向

2020観戦意向

2017年　全体

91.4 

57.5 

12.5 

52.7 

9.7 8.4 4.4 7.7 

88.4 

71.7 

22.1 

63.1 

12.1 9.0 5.4 
10.4 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2014年 全体

2017年 全体

[比率の差]

2017年 全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ

n=30以上の場合

※パラリンピック認知者ベース



© 日本財団パラリンピックサポートセンター 33

テレビ テレビ 新聞 ネット 新聞 ネット ネット ネット 会場

n=

ニ
ュ
ー

ス
番
組
や

選
手
・
競
技
の

特
集
番
組

大
会
の
中
継
番
組

を
見
た

大
会
結
果

ニ
ュ
ー

ス

サ
イ
ト

選
手
・
競
技
の

特
集
記
事

大
会
結
果
や

選
手
・
競
技
の

特
集
記
事

S
N
S

動
画
サ
イ
ト
の

大
会
中
継

会
場
で
の

直
接
観
戦

(1,523) 55.0 33.9 26.8 17.9 16.2 8.5 3.8 3.4 0.4 0.7 30.6 69.4 

男性20代 (150) 50.7 32.0 19.3 20.0 9.3 10.7 8.7 6.7 2.0 1.3 30.0 70.0 

男性30代 (149) 49.0 35.6 22.8 18.8 13.4 8.7 5.4 6.7 1.3 0.7 38.3 61.7 

男性40代 (153) 52.3 26.1 25.5 19.6 14.4 10.5 3.3 1.3 - - 37.3 62.7 

男性50代 (155) 55.5 41.3 29.7 20.0 17.4 10.3 2.6 4.5 - - 29.0 71.0 

男性60代以上 (154) 65.6 40.3 40.3 20.1 24.0 11.0 2.6 3.9 - 0.6 23.4 76.6 

女性20代 (151) 45.7 28.5 13.2 15.2 5.3 4.6 5.3 0.7 - 1.3 37.1 62.9 

女性30代 (153) 52.3 26.8 20.3 14.4 10.5 7.8 3.9 2.0 - - 30.1 69.9 

女性40代 (152) 56.6 35.5 28.3 15.8 16.4 3.9 1.3 3.3 0.7 2.6 27.0 73.0 

女性50代 (153) 60.1 36.6 31.4 20.9 26.8 12.4 3.9 2.6 - - 29.4 70.6 

女性60代以上 (153) 62.1 36.6 36.6 14.4 24.2 5.2 1.3 2.6 - - 24.8 75.2 

一都三県 (507) 55.2 33.7 30.4 18.9 17.9 9.7 5.7 3.9 0.6 0.4 30.4 69.6 

その他 (1,016) 54.9 34.1 25.0 17.4 15.4 8.0 2.9 3.1 0.3 0.8 30.7 69.3 

障がい理解教育　体験あり (498) 67.7 44.2 37.6 26.7 23.9 14.9 8.6 6.4 1.2 1.4 16.5 83.5 

パラリンピック対象競技  観戦経験あり (824) 73.9 55.7 41.5 26.9 25.6 14.0 5.7 6.1 0.7 0.7 7.3 92.7 

障がい者スポーツ  直接観戦経験あり (57) 70.2 59.6 29.8 28.1 22.8 24.6 21.1 15.8 5.3 1.8 5.3 94.7 

※「2017年　全体」のスコアで降順ソート

観
戦
　
計

見
て
い
な
い

そ
れ
以
外

2017年　全体

性年代別

地域別（日本）

各体験・経験
有無
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[比率の差]

2017年 全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ

n=30以上の場合

リオ パラリンピック メディア接触状況
Q3S1 あなたは、2016年リオデジャネイロオリンピック・パラリンピック大会をどのようにご覧になりましたか。

以下の1～11の中からあてはまるものをすべてお選びください。【パラリンピック】 MA

2016リオ パラリンピックの観戦経験者は約70％。但し、“ニュース番組や選手・競技の特集番組”が多く、大会の中継を見た人
は34％にとどまる。
・性年代別傾向として、若年層の観戦経験が低い。また、障がい理解教育体験がある人の方が、観戦経験は高い。

※パラリンピック認知者ベース
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テレビ テレビ 新聞 ネット 新聞 ネット ネット ネット 会場

n=
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(1,560) 68.4 66.1 42.7 30.5 28.2 17.9 9.4 7.4 0.7 0.6 16.7 83.3 

男性20代 (156) 60.9 60.3 32.1 32.1 19.2 19.2 16.0 14.7 1.9 0.6 21.8 78.2 

男性30代 (156) 66.0 60.3 37.2 36.5 19.9 19.9 17.9 14.1 2.6 0.6 20.5 79.5 

男性40代 (156) 70.5 69.9 52.6 37.2 34.6 26.3 9.6 6.4 0.6 0.6 19.2 80.8 

男性50代 (156) 78.2 73.1 48.7 37.8 35.9 23.1 14.1 7.1 - 1.3 10.3 89.7 

男性60代以上 (156) 74.4 71.2 57.1 28.2 34.6 17.3 6.4 1.9 1.3 1.3 9.6 90.4 

女性20代 (156) 59.6 56.4 25.0 26.9 10.9 14.7 4.5 13.5 - 0.6 24.4 75.6 

女性30代 (156) 67.9 67.3 30.8 30.8 20.5 17.9 3.8 5.8 - - 17.9 82.1 

女性40代 (156) 65.4 65.4 41.7 24.4 30.8 8.3 5.8 1.9 0.6 0.6 15.4 84.6 

女性50代 (156) 75.0 70.5 50.6 35.9 42.9 23.7 11.5 7.1 - - 12.2 87.8 

女性60代以上 (156) 66.0 66.7 51.3 15.4 32.7 9.0 3.8 1.3 - - 16.0 84.0 

一都三県 (519) 69.6 67.2 43.2 33.5 30.1 20.0 10.2 9.8 1.5 0.4 15.4 84.6 

その他 (1,041) 67.8 65.5 42.5 29.0 27.3 16.9 8.9 6.1 0.3 0.7 17.4 82.6 

障がい理解教育　体験あり (501) 76.8 77.6 54.9 41.3 37.7 27.1 14.6 14.2 1.4 0.6 8.2 91.8 

パラリンピック対象競技  観戦経験あり (831) 85.3 79.2 56.4 37.4 39.8 23.9 13.6 9.5 1.0 0.7 2.4 97.6 

障がい者スポーツ  直接観戦経験あり (59) 84.7 74.6 47.5 37.3 30.5 27.1 22.0 18.6 1.7 - 1.7 98.3 

※「2017年　全体」のスコアで降順ソート

観
戦
　
計

見
て
い
な
い

そ
れ
以
外

2017年　全体

性年代別

地域別（日本）

各体験・経験
有無

68.4 66.1 

42.7 
30.5 28.2 

17.9 
9.4 7.4 

0.7 0.6 

16.7 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

[比率の差]

2017年 全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ

n=30以上の場合

Q3S2 あなたは、2016年リオデジャネイロオリンピック・パラリンピック大会をどのようにご覧になりましたか。
以下の1～11の中からあてはまるものをすべてお選びください。【オリンピック】

リオ オリンピック メディア接触状況

MA

観戦経験は8割を超え、大会の中継番組を見た人も7割近い。
・性年代別傾向としてパラリンピック同様、若年の接触が少ない。障がい理解教育体験がある人の方が観戦経験が高いのは、こちらも同様。

※全数ベース
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n=

車
い
す
テ
ニ
ス

車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー

ル

水
泳

陸
上
競
技

柔
道

ボ
ッ

チ
ャ

卓
球

ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ

カ
ー

ゴ
ー

ル
ボ
ー

ル

ア
ー

チ
ェ

リ
ー

自
転
車

ウ
ィ

ル
チ
ェ

ア
ラ
グ
ビ
ー

車
い
す
フ
ェ

ン
シ
ン
グ

車
椅
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

射
撃

パ
ワ
ー

リ
フ
テ
ィ

ン
グ

シ
ッ

テ
ィ

ン
グ
バ
レ
ー

ボ
ー

ル

馬
術

カ
ヌ
ー

ボ
ー

ト

テ
コ
ン
ド
ー

セ
ー

リ
ン
グ

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ス
キ
ー

ア
イ
ス
ス
レ
ッ

ジ
ホ
ッ

ケ
ー

バ
イ
ア
ス
ロ
ン

(1,560) 28.8 28.3 16.2 22.6 2.5 0.6 2.1 3.7 7.1 4.4 0.9 2.8 2.9 0.6 1.5 0.4 0.5 0.6 20.6 10.5 7.2 5.4 0.4 53.4 46.6 44.9 23.9
(1,560) 30.7 23.5 20.2 18.5 10.1 7.8 7.8 7.3 5.8 5.3 4.2 3.0 2.9 2.1 1.7 1.7 1.6 1.0 0.9 0.8 0.8 0.5 8.0 4.2 3.1 2.3 0.1 46.7 53.3 52.9 11.4

男性20代 (156) 23.7 17.9 12.2 11.5 7.7 6.4 8.3 9.0 3.2 7.1 5.1 5.1 5.1 3.2 3.8 1.9 2.6 2.6 1.9 1.9 1.3 1.3 5.1 3.2 2.6 2.6 - 50.6 49.4 48.7 7.7

男性30代 (156) 27.6 23.1 17.3 16.7 13.5 5.8 5.8 8.3 6.4 7.7 7.1 2.6 2.6 1.9 1.3 3.8 - 1.9 1.3 0.6 - 0.6 6.4 3.8 4.5 1.3 - 51.9 48.1 48.1 12.8

男性40代 (156) 26.3 21.2 12.8 17.9 7.7 7.7 2.6 9.0 7.1 5.8 5.1 5.1 - - - - 1.9 - - - - - 5.1 1.9 4.5 1.3 - 52.6 47.4 47.4 7.1

男性50代 (156) 39.1 30.8 22.4 24.4 13.5 9.6 6.4 13.5 10.9 6.4 4.5 5.1 5.1 3.2 2.6 1.3 2.6 1.9 1.3 0.6 0.6 - 16.0 6.4 4.5 3.8 - 39.7 60.3 60.3 18.6

男性60代以上 (156) 47.4 32.7 28.8 29.5 16.0 11.5 7.1 9.0 10.9 7.7 5.1 3.2 4.5 4.5 3.8 3.8 2.6 2.6 1.3 1.3 2.6 1.9 21.2 9.0 6.4 3.8 - 31.4 68.6 67.3 25.0

女性20代 (156) 18.6 14.7 13.5 12.2 7.1 3.8 8.3 2.6 2.6 2.6 1.3 - - - 0.6 - - - 1.3 - - - - 2.6 0.6 - - 57.1 42.9 42.3 3.2

女性30代 (156) 17.9 13.5 17.3 9.6 9.0 5.8 8.3 1.9 2.6 4.5 3.2 1.3 1.9 0.6 0.6 0.6 1.3 - - 0.6 - - 1.9 2.6 0.6 0.6 - 57.1 42.9 42.9 4.5

女性40代 (156) 26.3 23.1 21.2 16.7 9.6 7.1 5.1 3.8 5.1 1.9 2.6 2.6 0.6 - - 1.3 0.6 - 0.6 0.6 - - 5.1 1.9 0.6 0.6 0.6 45.5 54.5 53.8 7.1

女性50代 (156) 37.8 29.5 25.6 21.2 7.1 10.3 10.3 6.4 5.8 1.3 1.3 1.9 1.3 2.6 - 0.6 1.9 - - - 1.3 - 9.0 2.6 2.6 2.6 - 42.3 57.7 57.7 12.8

女性60代以上 (156) 42.3 28.2 30.8 25.0 10.3 10.3 15.4 9.6 3.8 8.3 6.4 3.2 7.7 4.5 4.5 3.2 2.6 1.3 1.3 1.9 1.9 1.3 10.3 7.7 3.8 6.4 - 39.1 60.9 60.3 15.4

一都三県 (519) 32.0 22.7 20.8 18.3 9.4 8.1 7.7 7.7 6.2 6.2 4.6 4.0 4.6 2.9 2.9 2.3 1.7 1.3 1.0 1.2 0.6 1.0 8.9 4.8 4.0 3.1 - 47.2 52.8 52.6 13.3

その他 (1,041) 30.1 23.8 19.9 18.5 10.5 7.7 7.8 7.1 5.7 4.9 3.9 2.5 2.0 1.6 1.2 1.3 1.5 0.9 0.9 0.6 0.9 0.3 7.6 3.8 2.6 1.9 0.1 46.5 53.5 53.0 10.5

障がい理解教育　体験あり (501) 43.3 36.1 27.5 23.4 14.2 11.6 11.6 10.6 9.2 9.0 7.0 5.0 6.0 3.8 3.0 3.0 2.0 2.2 1.8 1.4 1.2 0.8 11.6 7.0 5.8 4.4 - 28.7 71.3 70.7 18.4

2014年斜線:非聴取 ※各大会ごとに「2017年　全体」のスコアで降順ソート

夏季大会

2014年　全体

各体験・経験有無

2017年　全体

性年代別

地域別（日本）

冬季大会 冬
季
大
会
観
戦
経
験
　
計

夏
季
大
会
観
戦
経
験
　
計

観
戦
経
験
　
計

見
た
こ
と
は
な
い

そ
の
他

[比率の差]

2017年 全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ

n=30以上の場合

28.8 28.3

16.2

22.6

2.5 0.6 2.1 3.7
7.1

4.4
0.9 2.8 2.9

0.6 1.5 0.4 0.5 0.6

20.6

10.5
7.2 5.4

0.4

53.4

30.7 

23.5 
20.2 18.5 

10.1 
7.8 7.8 7.3 5.8 5.3 4.2 3.0 2.9 2.1 1.7 1.7 1.6 1.0 0.9 0.8 0.8 0.5 

8.0 
4.2 3.1 2.3 

0.1 

46.7 

0%

20%

40%

60%

2014年 全体

2017年 全体

パラリンピック 観戦経験競技
Q4 以下のパラリンピックの競技種目のうち、テレビもしくはインターネット動画で観戦したことのある競技をすべてお選びください。

※競技場での生観戦を含めずにお答えください。 MA

車いすテニスの観戦経験が高い。また、柔道・ボッチャ・卓球の観戦経験が大きく伸びている。
・総じて60代以上の男女の観戦経験が高い。
・障がい理解教育体験をしている人の方が、車いすテニスや車いすバスケといった人気種目の観戦経験が高い。

※全数ベース
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n=

(1,560)

(1,560)

男性20代 (156)

男性30代 (156)

男性40代 (156)

男性50代 (156)

男性60代以上 (156)

女性20代 (156)

女性30代 (156)

女性40代 (156)

女性50代 (156)

女性60代以上 (156)

一都三県 (519)

その他 (1,041)

性年代別

地域別
（日本）

2014年　全体

2017年　全体

(%)

4.7

3.8

9.0

5.8

5.1

5.1

1.3

0.6

1.9

1.3

3.8

3.8

3.9

3.7

ある

パラリンピック以外の障がい者スポーツ 直接観戦経験
Q5 あなたは、これまでにパラリンピック以外の障がい者スポーツを直接観戦したことがありますか。 SA

パラリンピック以外の障がい者スポーツ観戦経験は4％。前回から減少。
・パラリンピック対象競技の観戦経験とは異なり、若年男性の観戦経験が高い。
・ボタンティアを「ぜひ行いたい」という人の場合、17％に観戦経験がある。

n=

障がい理解教育　体験あり (501)

パラリンピック対象競技  観戦経験あり (831)

是非行いたい (87)

出来れば行いたい (301)

あまり行いたくない (337)

まったく行いたくない (493)

意向者　計 (388)

パラ＋オリ観戦意向者 (999)

パラのみ観戦意向者 (4)

オリのみ観戦意向者 (204)

どちらも非意向者 (353)

(%)

各体験・経験
有無

パラリンピック
ボランティア
参加意向

2020
観戦意向

7.0

5.5

17.2

7.0

1.8

1.4

9.3

5.5

-

0.5

0.8

ある

※全数ベース
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2020年東京パラリンピック／オリンピック観戦意向
Q6 あなたは、2020年東京オリンピック・パラリンピックを観戦したいですか。それぞれについてあてはまるものをすべてお選びください。 MA

直接観戦の意向はオリンピックを大きく下回るが、動画中継については近い傾向。但し“観戦したくない”が増えている。
・パラリンピック、オリンピック共通で男性30代以下の観戦意向が低い。
・パラリンピック対象競技観戦経験がある場合、パラリンピックに対する観戦意向はオリンピックと近い水準。

2020年 東京パラリンピック 2020年 東京オリンピック

n=

会場で直接
観戦したい

テレビや
インターネットの
動画中継で
観戦したい

観戦したくない 観戦意向・計
会場で直接
観戦したい

テレビや
インターネットの
動画中継で
観戦したい

観戦したくない 観戦意向・計

(1,560) 15.4 61.3 25.8 74.2 30.2 59.7 17.2 82.8 
(1,560) 17.6 57.1 35.7 64.3 32.9 65.6 22.9 77.1 

男性20代 (156) 24.4 47.4 43.6 56.4 41.0 57.7 28.2 71.8 

男性30代 (156) 26.9 50.6 42.9 57.1 37.8 58.3 30.8 69.2 

男性40代 (156) 12.8 51.9 44.2 55.8 36.5 66.0 26.3 73.7 

男性50代 (156) 19.2 55.8 35.3 64.7 37.2 66.7 20.5 79.5 

男性60代以上 (156) 12.2 62.2 32.1 67.9 28.2 72.4 16.7 83.3 

女性20代 (156) 17.9 57.7 34.0 66.0 31.4 62.2 25.6 74.4 

女性30代 (156) 19.2 57.1 34.0 66.0 31.4 65.4 23.1 76.9 

女性40代 (156) 12.2 62.8 31.4 68.6 26.9 65.4 22.4 77.6 

女性50代 (156) 20.5 63.5 27.6 72.4 36.5 71.8 14.1 85.9 

女性60代以上 (156) 10.3 62.2 32.1 67.9 21.8 69.9 21.2 78.8 

一都三県 (519) 24.1 54.9 34.7 65.3 44.5 64.4 20.2 79.8 

その他 (1,041) 14.3 58.2 36.2 63.8 27.1 66.2 24.2 75.8 

障がい理解教育　体験あり (501) 30.1 67.3 21.0 79.0 45.7 71.5 13.4 86.6 

パラリンピック対象競技  観戦経験あり (831) 26.8 75.1 14.1 85.9 43.2 77.7 8.2 91.8 

障がい者スポーツ  直接観戦経験あり (59) 54.2 69.5 6.8 93.2 59.3 71.2 5.1 94.9 

2014年　全体
2017年　全体

性年代別

地域別（日本）

各体験・経験
有無

[比率の差]

2017年 全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ

n=30以上の場合
15.4 

61.3 

25.8 
17.6 

57.1 

35.7 

0%

20%

40%

60%

80%
2014年 全体

2017年 全体

30.2 

59.7 

17.2 

32.9 

65.6 

22.9 

0%

20%

40%

60%

80%

※全数ベース
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2020年東京パラリンピック／オリンピック観戦意向 ボランティア意向別

Q6 あなたは、2020年東京オリンピック・パラリンピックを観戦したいですか。それぞれについてあてはまるものをすべてお選びください。 MA

ボランティア参加意向者の方が、パラリンピック会場観戦意向は高い。それ以上にオリンピックの観戦意向が高い。

2020年 東京パラリンピック 2020年 東京オリンピック

n=

会場で直接
観戦したい

テレビや
インターネットの
動画中継で
観戦したい

観戦したくない 観戦意向・計
会場で直接
観戦したい

テレビや
インターネットの
動画中継で
観戦したい

観戦したくない 観戦意向・計

(1,560) 15.4 61.3 25.8 74.2 30.2 59.7 17.2 82.8 

(1,560) 17.6 57.1 35.7 64.3 32.9 65.6 22.9 77.1 

是非行いたい (87) 72.4 66.7 8.0 92.0 89.7 69.0 - 100.0 

出来れば行いたい (301) 46.2 79.1 5.0 95.0 65.4 75.7 2.0 98.0 

あまり行いたくない (337) 9.5 62.9 31.2 68.8 28.8 72.1 18.4 81.6 

まったく行いたくない (493) 1.6 32.0 67.3 32.7 12.0 51.7 44.4 55.6 

意向者　計 (388) 52.1 76.3 5.7 94.3 70.9 74.2 1.5 98.5 

2014年　全体

2017年　全体

パラリンピック
ボランティア
参加意向

[比率の差]

2017年 全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ

n=30以上の場合

15.4 

61.3 

25.8 

17.6 

57.1 

35.7 

0%

20%

40%

60%

80%

2014年 全体

2017年 全体

30.2 

59.7 

17.2 

32.9 

65.6 

22.9 
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20%

40%

60%

80%

※全数ベース



© 日本財団パラリンピックサポートセンター 39

2020年東京パラリンピック ボランティア参加意向
Q9S1 あなたは、2020年東京オリンピック・パラリンピックでボランティアをしたいと思いますか。

それぞれあてはまるものをお選びください。【東京パラリンピック】 SA

ボランティア参加意向は2014年から若干の減少。
・性年代別傾向として、男性20－40代の「ぜひ行いたい」が高い。また、一都三県とそれ以外の地域差が大きい。
・障がい者スポーツ直接観戦経験者の「ぜひ行いたい」が高い。

n= (%)

(1,560) 27.1 48.9 29.7 47.8 

(1,560) 24.9 53.2 27.1 51.6 

男性20代 (156) 30.8 50.0 32.7 48.1 

男性30代 (156) 32.7 48.7 34.6 47.4 

男性40代 (156) 21.8 57.7 25.0 57.7 

男性50代 (156) 26.3 53.8 32.1 48.1 

男性60代以上 (156) 20.5 61.5 23.7 58.3 

女性20代 (156) 28.2 44.9 32.1 42.3 

女性30代 (156) 25.0 48.7 25.0 49.4 

女性40代 (156) 17.3 58.3 17.9 57.1 

女性50代 (156) 25.0 51.3 26.3 50.6 

女性60代以上 (156) 21.2 57.1 21.2 57.1 

一都三県 (519) 28.5 49.1 31.4 47.0 

その他 (1,041) 23.1 55.2 24.9 53.9 

障がい理解教育　体験あり (501) 43.7 34.7 43.3 36.1 

パラリンピック対象競技  観戦経験あり (831) 36.7 42.0 37.8 41.0 

障がい者スポーツ  直接観戦経験あり (59) 61.0 22.0 59.3 23.7 

    ※意向・計（「ぜひ行いたい」＋「できれば行いたい」）　　※非意向・計（「あまり行いたくない」＋「まったく行いたくない」）

2014年　全体

各体験・経験
有無

2017年　全体

性年代別

参考）
東京オリンピック

ボランティア
参加意向

意向・計 非意向・計 意向計 非意向・計

地域別（日本）

6.0

5.6

8.3

8.3

7.1

5.8

1.9

4.5

5.1

3.8

7.1

3.8

9.2

3.7

10.4

8.1

25.4

21.0

19.3

22.4

24.4

14.7

20.5

18.6

23.7

19.9

13.5

17.9

17.3

19.3

19.3

33.3

28.6

35.6

24.1

21.6

17.9

17.3

19.9

23.7

19.9

21.2

16.7

27.6

26.9

25.0

20.8

22.0

19.0

23.8

10.2

24.8

31.6

32.1

31.4

37.8

30.1

41.7

23.7

32.1

30.8

24.4

32.1

28.3

33.2

15.8

18.2

11.9

24.0

21.9

19.2

18.6

20.5

19.9

17.9

26.9

26.3

24.4

23.7

21.8

22.4

21.7

21.6

21.3

16.9

ぜひ

行いたい

できれば

行いたい

あまり

行いたくない

まったく

行いたくない

わからない

[比率の差]

2017年 全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ

n=30以上の場合
※全数ベース
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Q9S1 あなたは、2020年東京オリンピック・パラリンピックでボランティアをしたいと思いますか。
それぞれあてはまるものをお選びください。【東京パラリンピック】

2020年東京パラリンピック ボランティア参加意向 観戦意向別

SA

オリンピックのみを見たい人と比較して、パラリンピックも見たい人の方がボランティア意向は高い。

n= (%)

(1,560) 27.1 48.9 29.7 47.8 

(1,560) 24.9 53.2 27.1 51.6 

パラ＋オリ観戦意向者 (999) 36.6 39.1 36.9 39.3

パラのみ観戦意向者 (4) - 50.0 - 50.0

オリのみ観戦意向者 (204) 7.8 77.5 22.1 64.2

どちらも非意向者 (353) 1.7 79.0 2.3 79.0

    ※意向計（「ぜひ行いたい」＋「できれば行いたい」）　　※非意向計（「あまり行いたくない」＋「まったく行いたくない」）

参考）
東京オリンピック

ボランティア
参加意向

意向計 非意向計 意向計 非意向計

2020観戦意向

2014年　全体

2017年　全体

6.0

5.6

8.0

3.4

21.0

19.3

28.6

4.4

1.7

24.1

21.6

23.1

25.0

21.6

17.3

24.8

31.6

16.0

25.0

55.9

61.8

24.0

21.9

24.2

50.0

14.7

19.3

ぜひ

行いたい

できれば

行いたい

あまり

行いたくない

まったく

行いたくない

わからない

[比率の差]

2017年 全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ

n=30以上の場合

※全数ベース
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n=

興味がない
から

⾧時間の
ボランティア

参加が
できないから

障がいの知識
や支援の
仕方が

わからない
から

大会期間中
は他の用事が

あるから

個人での
ボランティア
参加は不安

だから

言語の面で
心配がある

から

やりがいを
感じられない

から

ボランティアを
しても

評価されない
から

その他の
理由

(830) 44.6 31.3 10.7 8.8 7.7 7.6 2.5 1.9 19.0 

男性20代 (78) 59.0 25.6 5.1 6.4 7.7 2.6 2.6 6.4 10.3 

男性30代 (76) 71.1 13.2 10.5 10.5 3.9 3.9 6.6 5.3 13.2 

男性40代 (90) 56.7 30.0 6.7 11.1 4.4 6.7 2.2 2.2 14.4 

男性50代 (84) 45.2 28.6 9.5 13.1 6.0 8.3 3.6 1.2 17.9 

男性60代以上 (96) 36.5 34.4 11.5 8.3 8.3 8.3 2.1 - 24.0 

女性20代 (70) 51.4 30.0 14.3 10.0 8.6 8.6 4.3 1.4 11.4 

女性30代 (76) 39.5 34.2 11.8 6.6 7.9 9.2 2.6 - 19.7 

女性40代 (91) 39.6 35.2 14.3 4.4 13.2 9.9 1.1 1.1 18.7 

女性50代 (80) 26.3 41.3 10.0 10.0 10.0 13.8 1.3 2.5 23.8 

女性60代以上 (89) 25.8 38.2 13.5 7.9 6.7 4.5 - - 33.7 

一都三県 (255) 44.7 27.1 13.7 9.0 11.8 12.5 4.3 3.1 15.7 

その他 (575) 44.5 33.2 9.4 8.7 5.9 5.4 1.7 1.4 20.5 

障がい理解教育　体験あり (174) 36.2 39.1 10.9 16.1 8.6 7.5 3.4 3.4 16.7 

パラリンピック対象競技  観戦経験あり (349) 23.8 41.8 10.6 10.9 9.2 9.5 1.7 1.1 24.6 

障がい者スポーツ  直接観戦経験あり (13) 38.5 23.1 15.4 15.4 - - - - 23.1 
(805) 40.9 32.9 4.2 9.3 8.1 7.7 3.0 2.6 20.2 

※「2017年　【パラリンピック】全体」のスコアで降順ソート
2017年　【オリンピック】全体

2017年　【パラリンピック】全体

性年代別

地域別（日本）

各体験・経験
有無

44.6 

31.3 

10.7 8.8 7.7 7.6 
2.5 1.9 

19.0 

40.9 

32.9 

4.2 
9.3 8.1 7.7 

3.0 2.6 

20.2 

0%

20%

40%

60%

2017年 【パラリンピック】全体 2017年 【オリンピック】全体

[比率の差]

【パラリンピック】全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ

【パラリンピック】全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ

【パラリンピック】全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ

【パラリンピック】全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ

n=30以上の場合

ボランティア非意向理由
Q10 ボランティアを行いたくないと思ったのは何故ですか。お気持ちにあてはまるものをすべてお選びください。 MA

ボランティアを行いたくない理由は、「興味がない」ほか、「⾧時間の参加ができない」といった意見もある。
・興味がない、と回答する人は男性20－40代に多い。障がい理解教育体験や対象競技観戦経験がある人は、興味がないわけではなく、時間の制約が主な理

由。

※ボランティア非意向者ベース
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n=

障がい・障がい
者への理解の

向上

障がいのある
人のスポーツの
機会や環境の

充実

公共施設
等の

バリアフリー化
の促進

障がい者
雇用の増加

地域の活性化
自国選手団の
メダル獲得数

の増加

自国選手団
選手数の増加

期待するものは
特にない

その他

(1,560) 44.9 51.1 48.9 38.5 21.2 1.9 
(1,560) 44.2 41.5 35.7 24.9 20.4 11.0 8.2 26.4 0.8 

男性20代 (156) 32.1 41.7 28.8 16.7 19.2 8.3 7.7 34.0 1.3 

男性30代 (156) 37.2 35.3 28.2 24.4 24.4 14.7 12.2 34.6 1.9 

男性40代 (156) 32.7 31.4 26.3 16.7 19.2 10.3 9.6 37.2 - 

男性50代 (156) 41.0 44.2 26.9 19.2 17.9 10.3 4.5 28.2 - 

男性60代以上 (156) 53.2 39.7 37.8 29.5 17.3 13.5 9.6 21.8 1.9 

女性20代 (156) 48.7 38.5 37.8 23.1 24.4 11.5 6.4 23.1 0.6 

女性30代 (156) 45.5 44.2 37.2 26.3 25.0 12.8 9.0 25.6 1.9 

女性40代 (156) 44.2 43.6 39.1 26.9 16.0 9.6 4.5 23.1 - 

女性50代 (156) 48.7 49.4 45.5 32.7 20.5 10.9 7.7 18.6 - 

女性60代以上 (156) 58.3 47.4 49.4 34.0 19.9 7.7 10.9 17.9 0.6 

一都三県 (519) 44.9 41.6 39.9 27.0 21.4 12.1 9.4 26.2 1.2 

その他 (1,041) 43.8 41.5 33.6 23.9 19.9 10.4 7.6 26.5 0.7 

障がい理解教育　体験あり (501) 60.3 54.1 51.9 33.5 29.1 15.8 12.2 9.4 1.6 

パラリンピック対象競技  観戦経験あり (831) 56.2 53.5 45.2 32.6 25.0 14.3 11.2 11.6 0.6 

障がい者スポーツ  直接観戦経験あり (59) 54.2 61.0 44.1 30.5 28.8 25.4 20.3 6.8 - 

2014年斜線:非聴取 ※「2017年　全体」のスコアで降順ソート

2014年　全体
2017年　全体

性年代別

地域別（日本）

各体験・経験
有無

[比率の差]

2017年 全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ

n=30以上の場合
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26.4 

0.8 
0%

20%

40%

60%

80%
2014年 全体

2017年 全体

パラリンピックに期待すること
Q11 2020年東京パラリンピックの開催によって、あなたが期待することをすべてお選ひください。 MA

“自国選手団のメダル獲得数の増加”への期待が大きく減少している。
・自国選手団のメダル増加や選手数の増加といった“スポーツ内容”に対する期待が高いのは、障がい者スポーツ直接観戦経験者。

※全数ベース
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障がい理解教育 体験経験
Q7 あなたは、これまでに学校教育またはそれ以外の場所において、以下のような障がい理解に関する教育を体験したことがありますか。

体験したことがあるものをすべてお選びください。 MA

障がい理解教育の体験経験者は32％。手話体験・車いす体験・点字学習が10％を超える。
・男女とも20代の体験率が非常に高い。
・障がい者スポーツの直接観戦経験がある人は、体験経験が高い。

n=

手
話
体
験

車
い
す
体
験

点
字
に
つ
い
て
の
学
習

介
護
等
体
験

盲
導
犬
に
つ
い
て
の
学
習

ブ
ラ
イ
ン
ド
ウ
ォ
ー

ク

体
験

障
が
い
理
解
を
深
め
る

た
め
の
本
や
ビ
デ
オ
視
聴

障
が
い
の
あ
る
方
や

関
わ
り
の
あ
る
方
の

講
演
会
へ
の
参
加

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
対
象

競
技
を
実
際
に
体
験

そ
の
他

体
験
経
験
　
計

(1,560) 14.5 13.8 11.9 9.2 8.5 7.1 6.7 5.4 0.8 1.3 32.1 

男性20代 (156) 29.5 23.1 32.7 16.0 18.6 13.5 7.7 7.1 2.6 - 49.4 

男性30代 (156) 10.9 12.2 9.0 10.9 7.7 7.1 5.1 5.1 0.6 0.6 33.3 

男性40代 (156) 4.5 3.8 2.6 4.5 3.2 3.8 5.1 2.6 - 1.3 14.7 

男性50代 (156) 10.3 14.7 7.1 7.7 3.8 3.8 7.1 6.4 - 0.6 27.6 

男性60代以上 (156) 6.4 10.9 3.2 7.7 3.8 2.6 5.8 5.1 0.6 1.3 19.9 

女性20代 (156) 36.5 30.8 37.2 15.4 25.0 23.7 19.9 13.5 0.6 2.6 62.8 

女性30代 (156) 20.5 15.4 10.3 7.1 6.4 9.6 5.1 3.8 0.6 1.3 31.4 

女性40代 (156) 4.5 7.7 3.2 7.7 5.8 1.3 1.9 1.9 1.9 0.6 22.4 

女性50代 (156) 13.5 9.6 7.1 7.1 5.1 2.6 3.2 4.5 0.6 2.6 30.8 

女性60代以上 (156) 8.3 10.3 7.1 8.3 5.8 3.2 6.4 4.5 0.6 1.9 28.8 

一都三県 (519) 14.3 12.1 12.7 8.5 10.2 6.9 6.6 5.2 1.0 2.9 32.6 

その他 (1,041) 14.6 14.7 11.5 9.6 7.7 7.2 6.8 5.6 0.8 0.5 31.9 

パラリンピック対象競技  観戦経験あり (831) 18.2 18.8 14.0 13.1 12.6 8.7 9.1 8.3 1.3 1.6 43.0 

障がい者スポーツ  直接観戦経験あり (59) 27.1 27.1 25.4 18.6 25.4 6.8 10.2 18.6 6.8 1.7 59.3 

※「2017年　全体」のスコアで降順ソート

各体験・経験有無

2017年　全体

性年代別

地域別（日本）
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[比率の差]

2017年 全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ

n=30以上の場合

※全数ベース
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障がい理解教育 体験の感想
Q8 障がい理解教育を受けてみてどのように思いましたか。お気持ちにあてはまるものをすべて選んでください。 MA

体験の感想は「大変そう」「怖かった」といったネガティブな気持ちが先に立つ。
・女性の方が、「支援したい」「知りたくなった」「スポーツを見てみたい」など、ポジティブな気持ちへ転化しやすい傾向。

※障がい理解教育 体験者ベース
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(501) 48.1 37.1 33.3 30.3 19.8 14.8 7.0 3.2 3.6 

男性20代 (77) 44.2 58.4 24.7 20.8 10.4 10.4 3.9 6.5 5.2 

男性30代 (52) 40.4 36.5 34.6 19.2 11.5 11.5 7.7 3.8 1.9 

男性40代 (23) 56.5 26.1 17.4 47.8 17.4 8.7 4.3 - 8.7 

男性50代 (43) 58.1 39.5 39.5 48.8 23.3 9.3 4.7 11.6 2.3 

男性60代以上 (31) 41.9 32.3 38.7 25.8 16.1 16.1 9.7 6.5 6.5 

女性20代 (98) 63.3 49.0 41.8 29.6 21.4 16.3 3.1 2.0 2.0 

女性30代 (49) 49.0 28.6 36.7 30.6 20.4 24.5 12.2 - 4.1 

女性40代 (35) 48.6 25.7 20.0 22.9 25.7 17.1 8.6 - 2.9 

女性50代 (48) 37.5 14.6 33.3 35.4 33.3 16.7 8.3 - 2.1 

女性60代以上 (45) 31.1 24.4 33.3 37.8 22.2 15.6 13.3 - 4.4 

一都三県 (169) 43.8 37.9 33.7 32.5 19.5 17.8 8.9 2.4 7.7 

その他 (332) 50.3 36.7 33.1 29.2 19.9 13.3 6.0 3.6 1.5 

パラリンピック対象競技  観戦経験あり (357) 46.5 37.5 35.9 32.8 21.6 16.5 8.1 3.9 2.0 

障がい者スポーツ  直接観戦経験あり (35) 42.9 54.3 40.0 54.3 17.1 14.3 17.1 11.4 - 

※「2017年　全体」のスコアで降順ソート

2017年　全体

性年代別

地域別（日本）

各体験・経験有無
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[比率の差]
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2017年 全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ

2017年 全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ

n=30以上の場合
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付録 調査票
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